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会  議  録 

会議の名称 第２７回小金井市公立保育園運営協議会次第 

事 務 局 子ども家庭部保育課 

開 催 日 時  平成２８年１月２８日（木）午後７時３０分～１０時００分 

開 催 場 所 市役所第二庁舎 ８０１会議室 

出 

席 

者 

五 

園 

連 

東海林一基 委員（くりのみ保育園）        

本多由美子 委員（くりのみ保育園）            

岡崎  英 委員（けやき保育園）         

八下田友恵 委員（小金井保育園） 

寺地 理奈 委員（小金井保育園）         

石澤 和絵 委員（さくら保育園）         

小泉 未紀 委員（さくら保育園）         

細部真佐子 委員（わかたけ保育園）        

三橋  誠 委員（わかたけ保育園）        

市 

佐久間育子 委員（子ども家庭部長）        

鈴木 遵矢 委員（保育課長）           

藤井 知文 委員（保育課長補佐兼保育係長）    

前島 美和 委員（くりのみ保育園園長）      

海野 仁子 委員（けやき保育園園長）       

小方 久美 委員（小金井保育園園長）       

福野 敬子 委員（さくら保育園園長）       

杉山 久子 委員（わかたけ保育園園長）      

欠
席
者 

 宮田 優子 委員（けやき保育園）        

傍聴の可否 可 ・ 一部不可 ・ 不可 

傍 聴 者 数  ５人 

会 議 次 第  

１ 開会 

２ 議事 

 ⑴ 第２６回会議録について 

    ⑵ 小金井市公立保育園父母の会意見・要望、総合的見直し協

議と現状の保育内容の維持・向上について 

 ⑶ わらしこ保育園視察について 

 ⑷ 保護者の求める保育ニーズについて 

 ⑸ 保育の質について 

 ⑹ 公立保育園運営協議会報告書の取りまとめについて 

 ⑺ 小金井市保育検討協議会について 

 ⑻ 当面の課題について 
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 ⑼ 次回日程の確認 

発言内容・ 

発言者名（主な

発言要旨） 

別紙のとおり 

会議結果 

１ 開会 

２ 議事 

 ⑴ 第２６回会議録について 

   校正については、２月５日までに事務局に連絡し、確認は委員長

に一任することとした。 

 ⑵ 小金井市公立保育園父母の会意見・要望、総合的見直し協議と現

状の保育内容の維持・向上について 

   保育課長から（資料１１３）小金井市公立保育園父母の会意見・

要望、総合的見直し協議と現状の保育内容の維持・向上について

説明を行い、三橋委員長から補足説明を行った後、質疑を行い、

終了した。 

 ⑶ わらしこ保育園視察について 

   保育課長から小金井市保育検討協議会視察記録（資料１１４）に

ついて説明を行い、文言等の修正を行い確定することとした。 

 ⑷ 保護者の求める保育ニーズについて 

   保育課長から（資料１１５）平成27年度公立保育園の運営に関す

るアンケート結果（概要３）の説明を行い、質疑の後、若干の修

正を加え、確定することとした。 

 ⑸ 保育の質について 

   小方委員から（資料１１６）公立保育園の行事の経過と取り組み

～「運動会」から『プレイデー』へ～の説明を行い、質疑の後、終

了し。 

 ⑹ 公立保育園運営協議会報告書の取りまとめについて 

   三橋委員長から（資料１１７）小金井市公立保育園運営協議会

（第１期）報告書骨子案について説明を行い、質疑の後、次回検

討することとした。 

 ⑺ 小金井市保育検討協議会について 

   保育課長から（資料１１８）今後の小金井市の保育行政の在り方

に関する意見～小金井市保育検討協議会報告～について説明を行

い、質疑の後、終了した。 

 ⑻ 当面の課題について 

   保育課長補佐から（資料１１９）職員の募集配置状況について説

明を行い、質疑の後、終了した。 

 ⑼ 次回日程の確認 

  平成２８年２月２９日（月）１９時３０分から開催する 

  こととした。 
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提 出 資 料 

 ⑴ 小金井市公立保育園父母の会意見・要望、総合的見直 

   し協議と現状の保育内容の維持・向上について 

    

 ⑵ 小金井市保育検討協議会視察記録（資料１１４） 

 ⑶ 平成27年度公立保育園の運営に関するアンケート結果 

   （概要３）（資料１１５） 

 ⑷ 公立保育園の行事の経過と取り組み～「運動会」から 

   『プレイデー』へ～（資料１１６） 

 ⑸ 小金井市公立保育園運営協議会（第１期）報告書骨子 

   案（資料１１７） 

 ⑹ 今後の小金井市の保育行政の在り方に関する意見 

   ～小金井市保育検討協議会報告～（資料１１８） 

 ⑺ 職員の募集配置状況（資料１１９） 

そ の 他 なし 
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第 27回小金井市公立保育園運営協議会 会議録 

平成28年1月28日 

 

 

開  会 

○佐久間委員長 それでは、ただいまから小金井市公立保育園運営協議会の会議を開会いたします。 

 きょうは資料もたくさんありまして議題も多いことから、いつも以上に皆様の円滑な

進行にご協力をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に沿いまして進行いたします。 

 初めに、議事の⑴第２６回会議録の確認についてを議題といたします。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

○保育課長   保育課長です。 

 本日、会議録の確認はせず、取り扱いにつきましては２月５日までに委員の皆さんに

修正のご連絡をいただき、確認は委員長にご一任いただきたいと思います。以上です。 

○佐久間委員長 ただいま事務局の説明のとおり取り扱うことにご異議ございませんか。よろしいです

か。 

 ありがとうございます。ご異議がございませんので、第２６回会議録につきましては

ただいま決定したとおりといたします。 

 次に、議事の⑵小金井市公立保育園父母の会意見・要望、総合的見直し協議と現状の

保育内容の維持・向上についてを議題といたします。 

 資料が提出されておりますので、説明をお願いします。 

○保育課長   保育課長です。 

 それでは、資料説明をいたします。資料１１３です。 

 本資料につきましては、平成２８年１月２０日に小金井市公立保育園父母の会から提

出されました。保育課において同日収受し、市長決裁を行っているところです。 

 本文とあわせまして、添付資料として平成２７年１１月２１日付、平成２７年度小金

井市公立保育園父母の会意見・要望と、同じく平成２７年１２月８日付、ｼｮｳｺｳﾎ発第４

５１号で同意見・要望に対する回答文書、また平成２６年１月２２日付で小金井市公立

保育園父母の会から提出された平成２６年４月からの公立保育園の保育体制について

（要望）、それから２０１３年１２月１８日付で交わされた小金井市公立保育園運営協
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議会の運営方針に関する覚書が添付されております。その添付されたものについては、

今回資料としての配付は省略させていただいております。 

 説明については以上です。 

○佐久間委員長 説明が終わりました。 

 この件に関しましては、ちょっと私のほうから。１月２０日に提出していただきまし

て、その要望につきましては市長までの決裁をいただき、これに関して昨年の１２月１

８日付で西岡市長が就任されたことから、市長の公約でもありました対話を大事にする

ということで皆様には選挙公約でお話をさせていただいたところですので、今般この要

望書につきまして、皆様のご意見も頂戴するという意味で日程調整をいたしまして、２

月の１３日の土曜日午後２時から五園連が開催されることから、場所は８０１会議室、

市長にご出席いただきまして皆様のご意見をお聞かせいただきたいということですので、

大体１時間ぐらいをめどに考えています。この要望書の内容はもちろんですけれども、

市長のほうには今事務局のほうでご説明をしました今までの経過についてもお渡しをし

てございますので、それも含めてお話をしていただければということで、進行等につき

ましては私のほうで進めさせてはいただきますが、市長に直接お話をしたいというよう

な方についてはご発言をいただくようになるかと思います。三橋委員長、お願いします。 

○三橋委員長  ありがとうございます。まずは本当に部長、いろいろご調整ありがとうございます。 

 僕のほうからもちょっとこれは補足しなきゃいけなくて、何かといいますと、公立保

育園父母の会、要は五園連ですね、我々の出身母体のほうからの意見・要望書ですけど

も、これに加えてちょっと僕の名前も連名で出させていただいています。本来的にはち

ょっともう五園連で出していれば、僕はちょっと一歩引いた形でというところでいいか

なとも思っていたんですが、ちょっといろいろと経緯、実際の経緯とかあるいはこれか

ら話しますけど中身について、この運営協議会が深くかかわっていますし、もう僕もち

ょっと正直言うと最後ということもあるんで、こういうような形で連名で出させていた

だいて、きょうこの場でもう、本来であれば皆さんに一度諮ってというところもあるか

なということだったんですが、五園連の中でちょっと話はしていたんですけども、タイ

ミング、市長がかわられて検討協議会が報告書を出してといったところのタイミングも

ありましたので、父母側のほうではメール等でちょっとやりとりさせていただいて、こ

ういった場所に出させていただいたという形になっております。 

 趣旨なんですけども、今回このサブタイトルとして「総合的な・・・と現実の保育内
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容の維持・向上について」という形でサブタイトルを出させていただいて、これ平成２

６年のときにもほぼ同じようなタイミングですかね、そのときは２６年４月に保育士体

制に関してかなり不安がありますというところを書きました。それは当然背景はどうい

うことかというと、退職者の方の補充が２６年のとき任期つき４名という形で、４名の

任期つきの方を採用するというのはなかなか大変ではないかといったような話ですとか、

あるいは過去なかなか正職の方の採用が臨職とかで大変だったこともありますので、２

６年４月からの体制についてちょっと不安があるという話をさせていただいた上で、そ

れに加えて運営協議会で議論する中で現状の保育士体制がいろいろと大変な状況になっ

てくると、せっかく議論をしていたとしても例えば休日保育だとか延長保育だとかとい

っても、現状の保育体制をうまくしっかりしなかったらそういったことを議論してもな

かなか意味がないという話がこの議論の場でもありましたので、そういったところの話

をその場で要望として出させていただいて、協議にも影響があったりするということで

懸念をしていますという話でした。 

 結果的に２６年４月に関しては採用自体は滞りなくできたんですが、ただやはり任期

つきということで一定の期間の後退職されてしまうというところがありますので、今般

そういったところの課題という、雇用の継続というか、雇用というよりは保育の継続と

いう観点とか、あるいは継承という観点からもちょっと課題感があり、父母から見ると

やっぱり先生方がころころかわったりとか、人間関係をつくっていくということで大変

だというところがあったりとか、あるいはかみつきとかひっかきとかそういったような

ところも見受けられるということで、いろいろとご尽力いただいている方にもちょっと

やっぱり大変なところがあるというところが２６年４月に出したところです。 

 それと趣旨的には大きく変わってはいないんですが、ただポイントとしてはより協議

の見直しとか現実の保育の内容維持・向上についてちょっと中心に書いていて、どうい

うことかといいますと、当面の保育士体制というのは当然として、前文でも書いたんで

すけれども、一番最後のところ、検討協議会とかが立ち上がりまして、最終的にその報

告書の中では公立保育園の役割として特別な配慮が必要な児童や要保護児童の支援等に

加えて、保育施設の・・・・・には保育のスタンダードを示す役割が示されましたとい

うことで、ちょっときょうは時間がそんなにないかもしれないんですけども、保育検討

協議会の報告書の中では市のほうが提出しました要保護児童とか特別な配慮が必要な児

童の保護、行政機関としての役割とか幾つか、３つぐらい上げてるんですけども、そう
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いったことに加えて保育施設の中核機能とか保育のスタンダード、そういったものの役

割というのを示されて、そういったところをこの運営協議会でも議論していけたらとい

う話が答申の中で意見として出ています。また、そういった役割というのが示されてお

ります。 

 この学識経験者、公募委員を含む会議の場でこういうときの役割について積極的な意

見が求められたということで、そこは非常にちょっと大きな意味があるかなと思ってい

まして、運営形態については両論併記なんですけども、そういった役割をしっかりと認

識して積極的な役割が与えられるということであれば、自然とどういうふうな運営形態

がいいかという話も出てくるのかなと思っています。 

 加えて、運営協議会で我々実施したアンケート、きょうもちょっと議論しますけども、

前回も話しているように９５％の人が満足しているという非常に高い評価が出ていると

いうことで、それでいろいろと意見・要望とかこれまで出してきたという形なので、こ

の意見書なり要望書の中では過去こういった五園連で議論してきたこと、ないしは意

見・要望というのをしっかりと添付して市長に理解していただこうという趣旨で、まず

はそういう内容を理解していただき、今の保育内容の維持・向上とこの満足度が変わら

ないような対応を改めてお願いするというところを一番のメーンの話とした上で、具体

的に２点お願いをしているという形です。 

 その２点というのが、まさにこの運営協議会の議論の協議に影響がないようにしてい

ただくという形で、当面の保育内容というのはもちろんですけれども、この運営協議会

の協議の内容に負の影響がないというところをちょっと大事にしたいなという形にして

いきます。 

 そこの意味合いというのはここに書いてあるとおりで、先生方ってこれ事前に読んで

いますか。 

（「当日」と呼ぶ者あり） 

○三橋委員長  そうなんですか。そうするとごめんなさい、父母側はありますけど、先生方は読んで

ないということだそうで本当は読み上げたほうがよかったかもしれないんですけど、保

育体制に関しては太字のところがポイントですけれども、言ってることは園をやってい

く中でご尽力いただいてることは十分理解しているんですけども、欠員問題とか担当す

る保育士がかわることによって先生や保護者のコミュニケーションに影響が生じている

ケースが出ているということで、具体的なところは２６年４月の文書等に書いてあると
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ころなのでここではそこまで詳しくは書いていませんが、運営協議会では期間を定めな

い正規職員が年々減少していることに関して、中長期的に現在の保育の水準を維持する

ことに対して懸念の声が上がっているほか、障がい児保育の拡充、延長保育のさらなる

延長などの検討課題にあっても、現在の体制が安定しない中では協議することが難しく

なってきている。 

 それだけでなくて、ここもちょっともめたんですけども、現状の期間の定めのない正

規職員が減少していくことにより現状の保育体制が維持できなくなることで、今後の運

営形態の議論にも影響を及ぼすことを懸念しているということで、アンケートの中では

はっきりと書いていますけども、いわゆる兵糧攻めじゃないですけど、正規の保育士の

方が年々減っていく中で人数が減っていって、なかなか現状の体制が維持できなくなる

から民営化の話とかという、学童とか給食なんかもそういったような議論があったとい

うふうな理解もしてたりするんですけども、そういったところを保育のほうにも絶対影

響が出てくるんじゃないかというところを懸念しているところをここでは書いている次

第であります。 

 一方で、本来公立保育園の役割として検討協議会の報告書の中では、これまで以上に

積極的な役割が求められる中、その役割に着実な実施に向けて運営協議会で協議するに

もかかわらず、現状のような状況が継続することは運営協議会の議論に大きく影響する

だけでなく、小金井市の保育全体にも多大な影響を及ぼすことになります。それは先ほ

どの２６年４月のこととか言った上で、あるいはこの間のアンケートで１番目、保育施

策の問題になっているといったところをお示しした上で、当面の保育内容、負の影響を

及ぼすことはもちろんのこと、中長期的な保育の質の低下や、任期つきの職員や臨時の

職員は継続して働いていただき、期間の定めのない正規職員の採用を検討くださいとい

うことで、前々から我々話をしているところですけども、労使の協議の中に我々立ち入

る話ではないですし、今の臨職の方とか任期つきの方がそれが問題とかそういう話では

なくて、我々からしてみるとあくまでも目の前にいる先生方ができるだけ長く働いてい

ける、ないしは長期でコミュニケーションとれるような関係をつくっていただいて、そ

れが保育の継承につながればという意味で現状の任期つきや臨時職員の方でうまく適用

すれば継続して働いていただいたりとか、あるいは期間の定めのない正規職員の採用と

いうのを検討していただければというところでお話をしているところでお話をしている

ところで、これは保育課のほうと佐久間部長のほうからも、そういった正規職員の採用
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というのは必要だというようなご認識をいただいているというところも踏まえて改めて

こういった要望をして、それを後押しするような形にしたいなというところを市長にも

お伝えできたらというところが一つあります。 

 あとは、２番のほうは今まで話してるとおりで、小金井市公立保育園運営協議会の覚

書を遵守するという話で、こちらのほうにつきましても今までの市とのやりとりを述べ

させていただいて、毎回遵守するという形で書いていただいていますので、市長がかわ

られたということもあるので、こういった覚書があるということをお示ししてご理解い

ただくというところかなと思います。 

 特にこの１年間ですか、協議が組合のほうではこの１年間が一つの期間になっている

と思います。我々のこの運営協議会のほうは期間の定めがなく、そういったことにとら

われずに協議を続けていくことになると思うんですが、そういった保育士体制なり今の

状況というところが今後どうなっていくかというところは注視して、それによってはこ

ちらのほうの運営協議会の議論にも大きく影響を与えるではないかなというところが当

然ありますし、そういったところについてもしっかりとこの１年間、市のほうの対応と

いうのはこれ文書出してすぐにぱっと何か変わるということでなくて、そういった協議

をいろいろとされてる中で父母がこういったような認識を持っていて、我々もこの４月

でメンバーがかわりますし、五園連のメンバーもかわりますけれども、こういったこと

は継続的に議論できるようなことが大事だということで、今回立ち位置、市長にもきち

んとそういったものをお示しして、我々のほうも継続した議論ができるように文書をま

とめたいというところになっています。 

 そういった意味合いからいいますと、一番最後に書いたようにここ数年、市と五園連

との懇談会や運営協議会の検討協議等を通じて市側と五園連側の相互理解というのは一

定深まっていると認識をしているので、こういった上記課題についても協議や対応をし

て相互理解を深めていきたいと考えていますということで、ちょっと後で時間がないか

もしれないんですけど、検討協議会の場では前回政治的な発言、議会で発言とかあった

中で、そういった前市長の発言とかがある中でも、例えば部局のほうはどういうふうに

考えているのかという質問があったんですが、そして佐久間部長のほうからはきっぱり

と部局と考え方が違うというか、そごがあるというような発言をしていただいて、それ

なんかもふだんからこういった場で議論していって、お互い相互理解を深めていく中で

しっかりとそういったような立ち位置が一緒の場で議論ができていたのかと思いますし、
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そういった意味で相互理解が深まっているのかなと思っておりますし、今回市長に声か

けいただいてご理解いただいて、そういった場を設けていただけるというのもそういっ

たところがあったからかなとちょっと思っておりますので、そういったところは今後も

続けていきたいかなと思っております。 

 ですので、１３日の場も決して何か一方的に要望するとか何とかというよりは、ある

いはその場で何か回答、結論を求めるというよりは、まずは我々の立ち位置とかそうい

ったことを理解いただいて、市長のほうも今現時点で言える話とか何か思いとかがあれ

ばそれを語っていただくというような場にしたいなというふうにちょっと個人的には思

っておりますが、あとは部局なり五園連のほうと調整しながら中身をちょっと調整して

いきたいなと思っています。 

 一応、僕のほうからの補足説明ちょっと長くなりましたが以上ですが、父母のほうか

らなり先生方のほうからもぜひちょっとせっかくの場もありますので、こういったとこ

ろについて特に言っておいたほうがいいとか話があるというところがあれば、ないしは

父母側として直接言うこともできますけど、ここら辺ポイントでないかというところが

あれば言っていただいて構わないので、お願いします。 

○佐久間委員長 何か、ご意見とかご質疑とかございますか。 

○八下田委員  １番のところで十分思いは言い尽くされてると思いますので、十分にできてると思い

ます。ありがとうございます。 

  私たちはこういう思いがあって伝えてるんですけど、市長のほうで理解できないと

ころがあればさらに説明しますぐらいの勢いなので。一字一句本当に理解してほしいな

というふうに思いながら、今読んでいました。 

○三橋委員長  先生方のほうにも、当日ちょっとご参加という形ではしていただけないんですけど、

ちょっと個別には幾つか当日の保育とかご協力いただこうかと、お願いなんですけど、

大丈夫ですか、何か発言しづらいかもしれないけど。 

○佐久間委員長 市長がかわったことは一つのきっかけだと思いますし、今、市長も就任したばかりで

色々課題がありますので、それを一つ一つ理解していくことを非常に努力をされていて、

その中でもやはり利用者の方であるとか市民の方であるとか、そういった方々の意見を

聞きたいということをおっしゃっていて、ご存じのとおり昨日、さわらび学童保育所の

保護者会を開催したんですけれども、今回さわらび学童保育所を受託している事業者が

去年の１１月の２７日に来年度以降の受託を辞退するという申し出があったことから、
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次の委託先について現在プロポーザルを行うという方向で、委託を継続するという方向

で市としては考えているんですけれども、そういったことを説明し皆様にご理解をいた

だきたいという中で、市長が直接皆様に会ってお話を差し上げたいという市長からの申

し出があったことから、きのうの保護者会が行われたという経過もございます。今回こ

ういう要望書が出てきたことをきっかけに皆様のご意見を聞きたいという市長の申し出

がありましたから、五園連に出席をしていただくというようなセッティングをしたとい

う経過がございますので、今この中身について三橋委員長のほうからご説明いただきま

したが、ここで質疑ということにはならないかと思うので、もし何かこれだけは聞きた

いということがあれば三橋委員長のほうに集約していただくということで、申しわけあ

りませんがこの場ではこういう形で市長に話を聞いていただく場を設けましたという報

告にさせていただければと思いますので、ご了承いただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、以上で小金井市公立保育園父母の会意見・要望総合的見直し・協議と現状

の保育内容の維持・向上についてを終了いたします。 

 次に、議事⑶わらしこ保育園視察についてを議題といたします。 

 資料説明をお願いいたします。 

○保育課長   保育課長です。 

 それでは資料１１４、小金井市公立保育園運営協議会視察記録をごらんください。 

 本資料につきましては前回の委員会で一定確認し、別紙の部分について委員からのコ

メント等の欄について若干の修文を加えて、わらしこ保育園に内容の点検をお願いして

確認をとったものです。 

 若干記録の本体とか、あるいは別紙の意見等について誤字とか脱字とかあるかもしれ

ないんですけども、そちらについては公開に際しましてこちらのほうで再度点検をして

見直し、修文をしたいと考えてございます。 

 説明については以上です。 

○佐久間委員長 説明が終わりましたが、何か意見……。 

○保育課長   もうちょっと補足。 

○佐久間委員長 してください。 

○保育課長   今回大きく変わっているといいますか、前回と随分違うところとしましては別紙のほ

うですね。別紙のほうで、近い意見、同じような内容、給食に関するものとかそういう
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のについては大体まとめた、前後するような形で並べかえておりますので、検討協議会

の中での発言順とかそういう形にはなっておりません。また、保育内容とかクラスの区

分ごとに分類して分けているという形にもなっておりません。 

 それから、例えば具体的に言うと、例えば前回お風呂があったというところ、そうい

ったところ、別紙の３ページ目の下から２段目、例えば「０、１・２歳、幼児のクラス

の３カ所に木製のお風呂が設置されていた」というふうに見直しています。こちらにつ

いては、前回たしか各クラスにお風呂があったというような記載だけだったんですけど

も、わらしこ保育園さんのほうにお願いをしてちょっと内容の点検をお願いした際にご

指摘があった部分という形で直しています。 

 それから、あとおもちゃがほとんどないというような記載があったところであります

が、実はこれは別紙の２ページ目の上から２段目、こちらも向こうのほうからのご指摘

をいただきまして、積み木、ままごと道具などがあるけれども、おもちゃは全くないみ

たいな書き方を削除させていただきました。「子どもたちがそれぞれ工夫で遊んでい

た」などという形で、ちょっと事務局のほうで補足をした内容で、あとわらしこさんの

ほうとすり合わせをした内容となっています。 

 説明については以上です。 

○三橋委員長  あれですね、もし何かこれ自分が言った発言の趣旨と違う。例えば、事実はこうだと

してもし何か内容的に、要は遊具があったのかもしれないけども遊具に頼ってないで遊

んだということが言いたいんだということであれば、あくまでもこれは委員からのコメ

ントのところなので、事実と感想とはまたちょっと違ってる。違った上でその印象を話

すということでも全然それは構わないとは思うので、そこは趣旨なり整理なり、逆に外

すなら外しちゃってもいいかなというところだと思いますし、ちょっともう一回自分で

発言されたところを読んでいただいて、特に問題なければ、誤解とかいうのはもうこれ

でないということだと思いますので、こういう内容で整理したいということかなと思い

ます。 

○佐久間委員長 これ最終的にページを入れるほうが。 

○保育課長   入れます。 

○佐久間委員長 すみません、ちょっとわかりづらかったので。 

○三橋委員長  今ぱっと見て、これ今もらって出たばっかりですもんね。 

○三橋委員長  そうです。僕もまだ全然イメージが読めてないんで、ちょっとなかなか持ち帰って宿
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題って大体皆さんやる余裕はないなというようなところがあるんですけど。 

○保育課長   電話でも結構ですので、ちょっとここを見直してほしいとか、この表現はおかしいと

かそういう指摘があればお聞かせいただければと思います。 

○三橋委員長  ほか何か、今、大きいとこはそれくらいですか。 

○保育課長   そうですね。 

○三橋委員長  そんなに大きく直してはいないなというふうに思ってはいるんですけど。 

○保育課長   そうですね。２ページ目の上から４つ目の名前を漢字でというところがありました。

これ加えさせていただいたのは、これはわらしこさんからの指摘なんですけども、趣旨

としては子どもの名前に込められた思いを大切にするということがあるということも説

明してたので、ぜひ。 

○三橋委員長  そういうことも言ってましたね。僕もそれは思いました。 

○保育課長   加えています。 

 それから、あと最後のページの体制で一番上ですけど、職員室の隣の奥に先生用のシ

ャワーがあっただけの記述でしたが、「先生も児童と一緒に泥んこになって遊ぶという

こともあるためか」というのを加えたりとか、そういう部分を加えています。 

○三橋委員長  このほうが読みやすくなってる部分に関しては、趣旨が変わってなければあれですよ

ね。 

○保育課長   大抵ちょっと違うといいますか、細かくなったところについては別紙の３ページ目の

真ん中あたりの給食の乳児クラスのところですけども、全部配膳されてから食べている

が、配膳された順に食べていただくというところで、幼児は全部配膳をしているという

ことが向こうのほうから指摘として入っているところです。というぐらいですかね。 

 あとは例えば中庭というのを裏庭にしたりとか、そういう細かなところは幾つかあり

ますけれども、１カ所としてはそこら辺です。 

○佐久間委員長 すみません、体裁として、一つはこの一番上の区分、クラスと委員からのコメント等

のところが次のページから表題がなくなっているので、そこはすみませんがつけ足して

いただくことと、前回区分についてはカテゴリーごとにみたいなお話があったと思うん

ですけど。 

○保育課長   それは、わかりやすくするためにコメントの内容によってご説明したようにまとめた

んですね。それが例えばクラスごとに分けるのがいいのか、保育内容とかその他とかと

いう区分ごとに丸めちゃったほうがいいのか、それはあったと思うんですけど、大体ま
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とまってたほうが見やすいかなと思ってこういう体裁にしております。 

○佐久間委員長 ごめんなさい、コメントの内容を重視したという、そういうことですか。 

○保育課長   そうです。 

○佐久間委員長 わかりました。そういう意図ということなんですけれども、こういう体裁でいいかど

うかというところなんですけど、特に問題ありませんか。 

 あとは今申し上げたご自分で発言した部分について、ご自分の意図と違うというよう

なことがあればお話しいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○三橋委員長  よろしいですかね、もしあれだったらこれ２月５日ぐらいまでは待ちますけど、多分

今発言聞いてこれを見て大丈夫だったら大丈夫かなという意味では、別に並べ方もこれ

でもそんなに違和感はないかなと個人的には思いましたけど、何かありましたら、大丈

夫ですか。 

○本多委員   細かいこと、さっきの漢字のことなんですけど、名前のことなんですけれども、ちょ

っと「平仮名の学習は」からの部分を後ろに持っていって、「全部漢字で書いてあった

が、子どもの名前に込められた思いを大切に」というのを先にしていただいたほうがち

ょっと意味がわかりやすいかなと。 

○保育課長   じゃ「平仮名の学習は」から「ことであった」までを一番後ろに持っていく。 

○本多委員   そうです。 

○保育課長   はい。 

○佐久間委員長 今、本多委員のほうからご意見ございましたが、ほかにございますか。もし今、三橋

委員長がおっしゃったようにちょっとまだ時間がありますので、もう一度見ていただい

て、これだけはというようなことがもしあれば保育課長のほうにご連絡いただきたいと

思います。よろしいでしょうか。 

 それでは、申しわけありませんがこの件については小金井市公立保育園運営協議会視

察記録として、今のところはこの状況ですが、必要があれば修正について保育課長のほ

うに集中していただくということで、本日のところはご理解をいただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○三橋委員長  あとは一任いただいて、公開して問題ないですよね、特にもうこれで。 

○佐久間委員長 よろしいですか。 

○三橋委員長  じゃそれで。 

○佐久間委員長 ありがとうございます。 
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 それでは、わらしこ保育園視察については終了といたします。 

 次に、議事の⑷保護者の求める保育ニーズについてを議題といたします。 

 資料説明をお願いいたします。 

○保育課長   保育課長です。 

 今回資料１１５、平成２７年度公立保育園の運営に関するアンケート調査の概要を配

付させていただいております。失礼しました、概要３ですね。申しわけありません。 

○佐久間委員長 もう一回言ってくれる、概要３のところ。 

○保育課長   資料１１５、概要２というふうに今回配っております。それを３で修正のほうをお願

いいたします。 

 内容につきましては、前回の会議でいただいた意見を一定反映させたものであります。

中身については、ごらんをいただきたいと思います。 

 今回確定等できましたら、体裁といいますか、ポイントのご指摘現在いただきました

けども、そういうのについても工夫をしてみたいというふうに考えてございます。 

 それから、本日お配りしている協議会の次第のほう、スラッシュで議事の⑷のところ

で平成２７年度小金井市公立保育園父母の会からの意見・要望等についてということで、

前回資料を配付させていただいている件ですけども、このこともあわせて今回ご質疑等

をいただければと思っております。 

 説明については以上です。 

○三橋委員長  僕のほうからですけど、前回の指摘を受けまして体裁とかそういうところについては

ちょっと僕のほうも余り時間とれなかったというかそこまでそういうのができなかった

んですけど、まずは全体評価に対する理由とか満足と余り満足してないの分量どうだと

か、あるいは満足してるところに不満が入ってたりとかというところがあったりとかし

たので、そういうところをちょっと整理をして、あとはもう一回僕のほうも今回いろい

ろと資料というか報告書をまとめていくに当たりアンケートが基本なので、一応二、三

回読み直してここに書く。それが報告書につながるようなことということも踏まえなが

ら手を入れてきました。 

 同じような意見は１個にしていますけど、もうそれを原文そのままというよりは若干

途中で切ったりとか語尾をちょっと調整したりとかというところなどは一部あります。

また、より具体的な内容になるほうがアンケートとしてはいいかなとか思ったりしまし

たんで、そういうところを中心にもう一回提出し直したりとかをしています。 
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 その上で、真ん中のほうはそれほど変わっていませんが、一番最初のところ、この設

問１の全体評価に対する意見等、最後のほうの設問４あたり、ここがかなり変わってい

るかなと思います。 

 あと、ちょっと個人的に悩んだところは、保育ニーズの設問２については１位、２位、

３位のみしかちょっとないので、４位以降は確かにこれ書き出すと切りがないところだ

ったんで、そのとおりという形になっているところなんで、ちょっとこのあたり若干補

足、アンケートの代表的な意見、記述にないまでもちょっと補足を入れてもよかったか

なというところはちょっと思いましたけど、それくらいですね。あとはボリューム的に

はもうこれ９ページにもなってますのでこれぐらいが限界だし、もっと減らしてもいい

かなというところがあるくらいですけど、前回ちょっとこういったこれくらいはという

話もありましたので、一応これで読んでいただければどうかというところかなと思いま

すが、皆さんのほうでさらに改善すべき点とかがあれば言っていただいて、なければ本

当最後体裁のところで整えてもらえればいいかな。 

 あと、これ読んでて思ったんですけど、やっぱり大もとのこっちの分厚いほうの資料

がまだまだ全然読みづらいんですよね。すごい読みづらくて、誤字脱字ももちろんそう

ですけど重複しているやつもあるし、あとは分け方がやっぱり園ごとに分けるというよ

りは、どっちかというと園の情報は補足として横についてるぐらいな感じ。なくてもい

いぐらいな感じで、場合によっては横についてぐらいな感じで内容を重視して、だから

園ごとに分かれてっちゃうと一回せっかく読んでいってるのにまた園ごとに切れていっ

ちゃうんで、５園全体の、自分の園だけ見るんだったらこのほうが見やすいかもしれま

せんが、５園全体の報告書という観点からいうと、園ごとに分けるよりは園の情報とい

うのは補足でまずは全体的にさっと読めるような形にしといたほうがいいかなとか、あ

るいは満足とか不満足というのも理由のところはそういうふうに分ける必要があるんで

すけど、その他の記述に関してはあえて分ける必要はないんじゃないかなとか、ちょっ

と読んでて改めて幾つかあったんで、こっちの大もとのほうは、これはもう公開してる

んでしたっけ。 

○保育課長   その状況で公開しちゃってるんで、直したいとは思っています。 

○三橋委員長  わかりました。じゃそれはちょっともう一回直したほうが、僕もちょっと後で読み返

したときに読みやすいなという感じを改めて思いました。 

 概要がもしまとまるんであれば、次回の２月１３日のときなんかにもこれ使いたいな
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というちょっと思いは、せっかくのアンケートだったりするので思ったりするので、も

しちょっとそういった目で今言っていただけるといいかなと思ったりはするんですけど。 

○佐久間委員長 ご意見等はございますでしょうか。 

○東海林委員  単純なことでいい。 

○三橋委員長  そうですね、結構ありますね。 

○東海林委員  あくまでも参考までにという趣旨なんですけど、後ろから２枚目の一番下の３行の頭、

市外の病児・病後児保育「異説」、後ろから２枚目のグラフの下の。 

○三橋委員長  本当だ。 

○佐久間委員長 ちょっと気になったのが、目いっぱい書いてあるので、今みたいに穴をあけてしまう

と文字が消えちゃうんですよね。 

○三橋委員長  体裁の中で。 

○佐久間委員長 大丈夫ですかね。それもちょっとすみませんが確認をお願いします。 

 これはページは入るんでしょうか。 

○保育課長   入れます。 

○佐久間委員長 すみません、ではページを入れていただいて、あと体裁の中で修正をしていただくこ

とで、今、東海林委員のほうからご指摘いただいた誤字については修正をいたします。 

 ほかに。 

○本多委員   ちょっと２点あるんですけれども、設問１の全体評価のグラフでパーセンテージが上

には入ってこないんですけど、これは上に入っているのは人数ということですよね。パ

ーセンテージが下で合わせて９５％というのはわかるんですけど。 

○三橋委員長  パーセント入れますかね。 

○本多委員   そうですね、①②③④がどれが何％というのがちょっと。 

○保育課長   グラフのほうに。 

○本多委員   そうですね、グラフのほうにあったほうがいいかなというのと、あともう１点、設問

２の保育ニーズについてのグラフで、これ上から多い順になってるんですよね。ＨとＡ

が何かグラフ的にちょっとサイズが違うんですけど、これは、何かどっちが正解なのか

なという感じなんですけど。 

○保育課長   ちょっと見てみます。 

○佐久間委員長 ありがとうございました。 

 グラフの最初のほうはパーセンテージを入れるということですが、設問２の保育ニー
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ズについてのグラフについてはちょっと確認をさせていただくということで、お願いし

ます。 

 ほかに修正等ございますでしょうか。 

 じゃ申しわけないんですが、一応ほかのちょっと出てきた誤字だとかそういったもの

については改めて確認をさせていただきます。今出された修正も含め委員長のほうに一

任いただくということで、アンケートの結果についてはよろしいでしょうか。 

 どうぞ。 

○細部委員   すみません、わかたけの細部です。 

 ページでいくと３ページ目に当たるところだと思うんですけれども、黒の四角で⑵そ

の他保育内容に関するってあるこの⑵の⑴に該当するものがないので、このナンバリン

グは何だろうとちょっと思ってしまったんですけども。 

○保育課長   それでいうと……。 

○細部委員   設問と対応している感じですか。 

○保育課長   そうですね、設問がこれ全体がその前が全部⑴なんですよね。それがわかるような感

じにする必要はありますね。 

○細部委員   そうですね、何か対応する⑴があるか、⑵を消すとかあったほうがいいと思います。 

○佐久間委員長 細部委員、今のでいいですか。 

○細部委員   はい。 

○佐久間委員長 わかりました。ありがとうございます。じゃ対応するその⑴がないということでござ

いますので、一定整理をさせていただきたいと思います。 

○三橋委員長  それで言うと、いきなり１－Ｃになってるんですよね、この全体評価に対する理由と

いうのが。 

○佐久間委員長 そうですね。 

○三橋委員長  だからＢとかＡとかというところはあるわけでないんで、この概要という観点でいう

と、ちょっとそういうのがわかりにくければむしろ外しちゃったほうがいいかもしれな

いですね。 

○佐久間委員長 そうですね。よろしいでしょうか。 

 じゃ今出していただきました修正等につきましては委員長に一任いただけるというこ

とで、このアンケート結果の概要として確定をさせていただきたいと思います。 

 以上で保護者の求める保育ニーズについてを終了いたします。 
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 次に議事⑸保育の質についてを議題といたします。 

 資料説明をお願いいたします。 

○小方委員   小金井の小方です。 

 １１６の「公立保育園の行事の経過と取り組み～「運動会」から『プレイデー』へ

～」というのをごらんください。 

 前回、杉山さんのほうから乳児と行事ということでお話しさせていただきました。今

回はその補足として、運動会からプレイデーへこんなふうに移行してきたんだという説

明を加えさせていただきます。 

 この文章の中にもあるんですが、プレイデーについては各園特徴あるんですけれども、

大事にしてきたこと、運動会から移行したことについて５園で共通しているということ

で取り上げました。 

 小金井保育園では、毎月保護者の皆さんと職員とで小金井交流会という懇談会を行っ

ていて、ちょうど運協のアンケートについて情報交換を１２月にしました。行事の話も

少し出て、ちょうどその後の園だよりで何件か意見があったプレイデーについてお話し

させていただいたので、そこから引っ張り出して資料に膨らませてみました。八下田さ

んと寺地さんは重複するかと思うんですけれども、先輩方の話とか自分の遠い記憶とか

昭和５０年代の卒園アルバムをひっくり返して作成しました。読ませていただきます。 

 万国旗が飾られ「天国と地獄」や「道化師のギャロップ」の曲が流れ、取り合いで大

変な応援席にはシートが敷き詰められ、入場門と退場門がそびえ立ち、紅白の帽子をか

ぶった子どもたちとホイッスルを首から提げた保育士と。きちんと整列し、出番を待っ

ている間もちゃんと座ってほかのクラスの応援もして、駆けっこがあって、目いっぱい

頑張ったらメダルやおみやげがあって。運動会のイメージってこんな感じでしょうか。

大人たちはきっと子どものころそんな運動会を経験してきて、いろんな思い出とともに

今でも胸に刻まれているのだと思います。 

 その昔は、小金井市の公立保育園にも大運動会があって万国旗が飾られ、入場行進か

ら始まりというイメージのものを行っていました。応援席にはロープが張られ、朝早く

場所取りに来る家族もいました。幼児は何週間もかけて競技やお遊戯、体操や応援合戦

の練習をし、きちんと行進したり真っすぐ並んだり、ホイッスルでそろって動いたりす

る練習も重要なことでした。ふだんの保育というより見に来てくれる方たちの期待と声

援に応えようという種目が多く、頑張って練習して成果をお見せしようと四、五歳ごろ
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のマスゲームや太鼓躍りなど、大運動会なのでとにかく毎日一生懸命練習しました。年

長クラスの子どもたちは司会や用具係、応援団等もあって、競技の練習のほかにさらに

準備を重ねていました。入退場門をつくり、進行や競技説明のせりふを覚え、年長らし

さを前面に出して拍手を浴びていました。組体操の種目あり、リレーでは鉢巻きを巻い

て一人２周ずつ走っていたこともありました。 

 大運動会らしく、当時は乳児クラスも全員参加でした。いつもと違う光景に泣き出す

ゼロ歳児の赤ちゃん、大勢の観衆の大歓声の中、自分のお母さん目指して用意ドン、泣

きじゃくって動けなかったり担任にしがみついている赤ちゃんを、はいはいやよちよち

歩きでゴールするまで盛大な拍手で応援します。泣いてても何でもいいからそのかわい

い姿を見たくて、赤ちゃんが出ているだけでとにかくかわいい。１歳児になるとお母さ

んにゴールするまで障がい物があらわれたり、ゴールした後お母さんと一緒に走ったり、

さらにハードルが上がります。泣いてものけぞってもそのしぐさがまたかわいくて大歓

声。２歳児クラスになると、親から離れて音楽に合わせて踊ったり動物になり切ったり、

こういう場面が大好きな子もいて、拍手を浴びたりするけど、どきどきして怖くてずっ

と泣いて担任のだっこからおりられない子もいました。 

 いつもと違う生活、広い場所、大きな音や声、お母さんがいるけど離れて頑張らなき

ゃいけない不安と混乱と緊張と、大きいクラスならまだしも、乳児の子どもたちにとっ

ては運動会の意味も目標もわからない。でもとにかく運動会、応援に来てくれた皆さん

にきちんとしたものをお見せしましょうという気持ちで取り組んできました。 

 しかし、本当にこれでいいのか。泣いてる赤ちゃんはどんな思いでいるんだろう。安

心した毎日の繰り返しや散歩や外遊びを削ってでも、みんなで練習することが一番大事

なことなのか。子どもにとって、この緊張感や特別感は必要なことなのか。一人一人の

この気持ちややりたいことに大人はちゃんと寄り添えているかな。私たちは子どもの何

を育てたくて保育しているんだろう。行事って一体何なんだろう。一体誰のためのもの

なんだろう。私たちのずっと前の先輩たちがそう思い始めたのが、今から３０年以上も

前のこと。そしてそこから毎年のように、プレイデーだけでなくいろいろな行事や活動

を見直していきました。乳児期の安定した生活と愛着関係を築いていくことの重要性、

一人一人の子が尊重され大切にされる保育の必要性をいつも基本にして。 

 行事は毎日の保育の中の一つの通過点。保護者の皆さんに喜んでもらえるようきちん

と美しくお見せしたり、日々の保育とかけ離れた空気や緊張に耐えるために練習を重ね
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たりするのが狙いではありません。 

 保育園にはいろんな子がいる。みんな違う一人一人が育っていく場所。一人一人が大

事にされて、だんだん仲間になって、一緒に遊んで、けんかして、認め合って、わかり

合って、そうやって根っこから一つ一つ社会で生きていくための自分の人生を生き抜く

ための欠かせない力とスキルを手に入れていく。保育園時代はまだその長い人生のほん

の根っこだけど、これからいろんな人とかかわったり難しい勉強をしたり苦手なことを

克服したり夢に向かって努力したりしていくための大事な土台をつくっていく６年間。

だから何でもないように見える毎日の暮らしがすごく大事。その毎日の中にまさに乳児

クラスはその根っこづくりが入っていて、信頼できる大人と一緒に過ごす中で安心して

個性を発揮しながら愛されて認められてを繰り返し、自分の存在と力を揺るぎないもの

にしていきます。 

 そしてそれを経て幼児クラスになると、少しずついつもと違う中でも自分の力を発揮

したり、それに向けて仲間と準備をする中でお互いを認め合ったり、目標に向かって仲

間と一緒に頑張ったり、やり遂げた達成感から自信と思いやりを手に入れたりできるよ

うになっていくのです。 

 行事はその日だけの大イベントではないけれど、そうやって成長が見えたり自信がつ

いたりするワンシーンになったりします。何を狙いとして取り組むか、その取り組みの

中で子どもたちが自分の力でつくり上げたり楽しんだり乗り越えたりしていけるように

保育士は年間を通してプランを立て、行事が一人一人のそのチャンスになっていくよう

に長いスパンで考えていきます。 

 学校に行くと、長い時間座ったり練習が集中して行われたり競争や勝ち負けがあった

りするのに、これじゃ心配という方もいるかもしれません。でも保育園は学校に行くた

めの練習の場ではなく、学校の行ってからたくさんのことを吸収して自分を高めていけ

るように、その土台の根っこを確かなものにしていくところ。イベントだけでなく、毎

日がその子のステージです。 

 そして、やっぱり保育園の真ん中は子ども。子どもたちが伸び伸びと過ごせて自分で

できることがふえて友達と一緒に力を発揮できて、大きくなっていく子どもたちのそう

いう姿を保護者の皆さんと喜び合える、分かち合える保育園でありたいと思っています。 

 保育に関する基本的な理念や目標、今までの長い歴史の中で培ってきたものや私たち

が大事にしていることなど、公立５園の中では勉強会や情報交換、職員同士の異動など
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により引き継がれていてそれほど大きな違いはありませんが、行事については内容や狙

いが園ごとで異なるところがあります。どこまでが行事のくくりなのか、どんなふうに

取り組むのか、行事の種類も多少違っています。前年度の反省を踏まえたりその年の子

どもたちの興味や伸ばしたいところを考慮したりするので、去年とやり方が違うのねと

感じることもあるかもしれません。だからこそ日々の保育について保護者の皆様にもっ

と伝えていく必要があり、そこを基本としたさまざまな活動や一つ一つの行事の狙いや

取り組みについて理解していただけるよう努力していかなければと思いました。 

 プレイデーについては、各園特徴があるもののどのようなことを大事にして運動会か

ら移行してきたか５園で共通しているので、前回の乳児と行事の資料の補足として説明

させていただきました。 

 プレイデーは、親子で一緒に体を動かして楽しく遊ぼうというのがコンセプト。幼児

クラス対象で、内容は運動会ではないのでふだんの保育の活動で楽しんでいる体育遊び

やわらべ歌、ゲーム等が中心で、場所によっては自然の中で楽しむ親子ゲームや兄弟の

小さい子や小学生が参加できる種目、年長クラスのリレーなどが加わります。プレイデ

ー物足りないなと思う方もいらっしゃると思いますが、親から離れてふだん仲間とこん

なふうに過ごしているんだな、大好きな母さん父さんと一緒だとこんな笑顔になるんだ

な。きょうのこの姿は毎日の中の一場面で、きのうより前とあしたから先とずっとつな

がっているんだな。そんな思いで参加していただけると、我が子と一緒に大きくなって

る子どもたちの成長にきっと出会えると思います。 

 運協の資料にしては拙い文章で申しわけありません。以上です。 

○佐久間委員長 ありがとうございます。資料もおつくりいただきありがとうございます。 

 また、感情を込めて読んでいただいたんですが、・・・・・の中に入ってきて非常に

わかりやすかったと思います。 

 今、内容を読んでいただいたんですけれども、何かご質問とかございましたらお願い

します。 

○八下田委員  小金井、八下田です。 

 この内容、小金井保育園の園だよりでもこれよりもっと小さい字でＡ４に出して最初

びっくりたしたんですけど、いつ読むんだろうみたいな。小方さんのすごい熱い思いが

伝わって、あと小金井がこういう経過で来たということもよくわかって、すごく私も感

動した内容でした。 
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 運動会じゃなくてプレイデーということと、乳児はやらず幼児だけというのはふだん

の散歩や外遊びを削ってまでやる必要ないからということは理解していました。それ以

上にこれだけの熱い思いと今までの経過があるということをわかって、すごくいい資料

だなと感じました。 

 先ほどの五園連のアンケート結果にもあったんですけれども、やはり満足していない

意見が毎年あります。保護者が参観できる行事が少ないとかお遊戯会、運動会がないと

いう意見が今年だけでなく去年もありました。こういう意見をお持ちの保護者の方にも、

こういう思いがあってそうしてるんだよということをわかってもらうためにも、この資

料はとっても熱い思いが伝わる資料になってると思います。小金井保育園とこの場だけ

でなくて５園全体で配布するなり説明するなりして、こういう思いの保護者の方にも届

けばいいなと今思いました。以上です。 

○佐久間委員長 ありがとうございます。これに関して、感想を述べていただきました。ありがとうご

ざいます。 

 ほかにご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 細部さん、どうぞ。 

○細部委員   わかたけの細部です。 

 今のと同じような感じなんですけれど、これは今後、前回の保育と行事も含め何か今

後保護者に展開していくとかいうことは何か計画はあるんでしょうか。特にはないです

ね。私も保育園に入ったときにプレイデーで何だろうって年間予定表を見て思っていて、

全然わからないまま幼児クラスまでいって初めて、あ、運動会みたいなものだったんだ

というのがわかったんですけど、結構中にいてもこれがどういうものかがよくわからな

い人っていると思うんですね。イベントがないというふうに不満に思われる方もいると

いうのを考えると、前回の資料とかこういった資料を、これはこれでとってもいい文章

ですし、年度の最初の行事の年間公表があったところに少し、保育園に入ったときにこ

んな趣旨で年間の行事がありますよ。運動会からプレイデーというふうに、プレイデー

ってこんなものですというのをもうちょっとまとめたものを全家庭に一緒に配布される

とわかりやすいかなというふうに感じました。以上です。 

○佐久間委員長 今のご意見に、いかがでしょうか。 

○八下田委員  追加でいいですか。八下田ですけど、保護者のほうでお遊戯会、運動会がないから不

満という意見に対しては、先生たちはいつもどおりの散歩とか遊びしかしないで手を抜
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いているよねとか、運動会っていうのはそれなりに準備とか企画が必要だから、わざと

やってないんじゃないのという意見もあるので、それに対して言いわけをしたいとか弁

解をしたいとか、違うところに重点を置いてるんだということをわないですか。弁解と

いうか、こういう熱い文章をもうここだけじゃなくて全員に配って説明したいというふ

うに思わないですか。 

○小方委員   思います。思うというか、やっぱり伝えてるつもりと思ってたり、こういう経過につ

いても過去に話したこともあったかなとか、やっぱりそういうところでとまってたとこ

ろが多かったかなというのを今回すごく反省して、やっぱり毎年新しい人が入ってくる

し、いっぱい細かいことについての説明ってどうしても抜けてて、さっき言った年間行

事も本当４月につくりかえようと思っているんですけれども、全然おもしろくないんで

す、よく見ると。行事についての説明が１行ずつ載ってるんですが、これじゃさっぱり

わからないというような感じに載ってたことにやっぱりよく見てみると気がついたりし

て、伝えていく必要があるなって思います。劇場についてとかも、来月語ろうと思いま

す。 

○八下田委員  先生、今おっしゃったみたいに、毎年人がかわるから毎年配るぐらいのことでもいい

のかなと思いますね。 

 満足のほうの意見では、大人の都合や親へのアピールのための行事や作品づくりは要

らないという方もいらっしゃるので、いろいろな意見があるとは思うんですけど、先生

たちが重要視していることがそこまで伝わらない保護者もいるので、この熱い思いの分

量のこの文章をこのまま配ったり、園の説明会で説明したりしてもいいんじゃないかな

と思います。感想ですけど以上です。 

○三橋委員長  あれですよね、一応各園ごとに先生方のほうでそういった行事のところをちょっと入

れていただいたりとか、わかたけはわかたけでプレイデーの前に１ページぐらい、２ペ

ージぐらいでしたっけ。１ページですよね。あれも結構熱い文章だったなと僕はいつも

思っていますけれども、そういうのがちょっと出たりとかというのは前も話したとおり

ですし、あとはだから今回この運営協議会としてもしまとめられるんであれば、これを

全文を資料という形でつけるのがいいのか。それだったら一番誤解がないかなというこ

とを思いますけど、そういう中でどういうふうにポイントを抽出するかというところか

なと思います。 

 ただ、正直言ってこういうのって答えないんですよ。だから熱く語るのは大事だけれ
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ども、熱く語り過ぎても多分父母の中でやっぱり教育的なところがやってほしいという

ふうに、こうなってるとなかなかそれはそれであるので、そこはやっぱり先生方百戦錬

磨なので、今までそういう方とも対応しながら。どっちがいいとかというよりは、やっ

ぱりこれが小金井の保育の特徴なんだということなのかなと思ったりします。 

 前もちょっと師岡先生という検討協議会の先生の発言を言いましたけれども、やっぱ

り子どもがみずからの自発的な力で生きる力を養っているので、それでその中で日常の

生活の中でやっぱり思い切り体を動かしたりとか思い切り自分のやりたいことをやると

いうことが、それが最終的には１年生、２年生のところでは学校教育的なこととかそう

いった運動会とかそういうのをやってれば、そういうことに対してのキャッチアップっ

て当然されているわけだから早いけれども、それが３年、４年とか５年、６年とかとな

っていくとどんどんどんどんそれは差がなくなっていって、むしろ高学年になっていけ

ばそういった生活してきた子のほうが伸び代があったりとかという話はされていた。 

 ちょっとそれが研究というか体系的に子ども、言っちゃ悪いですけどそういったサン

プルとって実験してみたいなことがどこまでされてて、どういうふうに本当にこういう

形で学術的にオーソライズされたかわかりませんけども、学識の方がそういうことを言

われてたりするんでというところがありますし、この中の文章でも幾つか僕はポイント

があるなと思いますし、例えば後半のところで学校へ行ってからたくさんのことを吸収

して自分を高めていけるように、その土台の根っこを確かなものにしていくということ

で、イベントだけでなくて毎日がそのステージだということとか、あるいは先生方にも

問いかけていますけど、どこまでが行事のくくりなのか、どんなふうに取り組むのか。

行事の種類も多少違ってくるというところなので、やっぱりこういったところというの

が問いかけとして常にあり、多分これも答えはないと思うんですね。どこまでが日常で

どこまでが行事なのかというのも、やっぱりそれはそのときその年なりのやり方によっ

ても違ったりするんじゃないかなと思ったりするので、がちがちに理屈でできるような

話でもないんじゃないかなというふうには思ったりする一方で、多分そこでそういうふ

うに思いが逆にあるとそういったところがもうちょっと理論的に整理されないと、ふわ

っとしたような感じだと、そういった考え方があってそれはそれで理解できるけれども、

一方でやっぱり学校へ行ってみんな集団でやって、そういった中でやっぱりストレスか

けられるのも事実なんで、ストレスかけられるような生活をするのをできるだけ早く体

験させたほうがいいんじゃないかというふうに考えるのとどっちが正しいのかというの
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は、ふだん本当にもう我々父母一人一人がどうのこうの考えというか、自分の子どもに

対してどうするかというところなり自分の考えはあったにしても、それを押しつけたり

するというのはなかなか難しいところがあったりするなと思うので、これはこういった

ところで皆さんと同じ意見持ってはいるんですけど、それをいかにうまく伝えていくか

というところはまたこれはこれで一つの課題だし、少なくともこういったことをやって

るんだということを発信していくことは大事なのかなというふうには思います。 

○前島委員   くりのみ保育園の前島です。 

 前回の役員会に、東海林さんと本多さんがコピーして役員さんに配ってくださったん

ですね。そういうところが一番伝えたいところですと言ってくださったので、なかなか

全員の方に配布ってかなりの量になるので、保育の質に関してはちょっと抜き出してフ

ァイルをして、ほとんど絵本コーナーに大人が閲覧できる貸し出しというか、形で保育

園でできるといいなというのがあるので、一応その予定です。 

○三橋委員長  そういうのだとやっぱりいいですね。５園で見たりとかこういうのができたりしたら。 

○本多委員   さっきのちょっと補足なんですけど、父母会のニュースでも今回はその乳児の行水に

関しての部分はちょっとそこだけ字を太くして、そこだけでも読んでもらえるようにと

いう形でちょっと皆さんにわかっていただきたいなと思って私たちも思っています。 

○三橋委員長  なるほど。僕、ほかの父母会の中で発言はしたので、あとはちょっと今父母会日誌ま

とめてる段階なので、ちょっとそういったところを何とかというのはちょっとやりたい。

今まさにまとめているようなちょうどタイミングですね。 

○保育課長   ちょっと聞いていいですか。ここのとこ質問しちゃ本当はいけないかもしれないけど。 

○三橋委員長  いや、そんなことないです。 

○保育課長   ３０数年ぐらい前から運動会やったのを、職員みんなで見直しながらこういう形にま

とまってきたわけですよね。毎年毎年行っていく中でも日々見直しをしてるのかなとい

うふうに思ってるんですけども、そういった中で一方教育的な部分もちょっと出してよ

とか、運動会的な要素をもっと欲しいねみたいな保護者の声もあって、これも踏まえて

見直ししていくんだろうなと思ってるんですけども、今後プレイデーどうやっていこう

かなというのは何となくイメージされているんでしょうか。今のまま基本は維持してず

っといくのか、それとももっと見直して何かさらに違う形、望ましい形が何か自分たち

の中でイメージとしてあって、そこを目指していこうと考えているのか。そこら辺はど

うですかね、ちょっと漠然とした質問で申しわけないですけど。今のがいいや、これが
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いいやという感じで、細かないろんな修正をしつつ維持していこうというのか。もっと

運動会やってたときのを見直していこうよという気迫というですかね、気構えですかね、

そういうのと同じようにプレイデーをもっと見直していこうよという意識はあるのかな

ということを聞いてみたいところです。 

○小方委員   多分、基本的なところは急に教育的なほうに走ろうとかいうふうにはならないとは思

うんだけれども、やっぱりプレイデーも各園あらわれ方としてはそれぞれ特徴があって

違うんですね。その中で毎年毎年反省して、じゃ来年はこうしようというふうに進化し

ているつもりではいます。 

○保育課長   少しずつ進化しながらとりあえず進んでいこうという感じで、運動会的なものをやめ

たときみたいに競争とかそういうのはやめようよ、乳児もいるよね、やめようよという

ふうな大きな変化はない。とりあえず今のところ想定されていないという感じですかね。 

 例えば、ほかの自治体で何かまた違った取り組みしてるなんていうのを聞いたことは

ないですか。 

○小方委員   いや、何か期待しているものとかありますか。例えばこんなものとか。 

○保育課長   ただ、プレイデーって幼児のイベントじゃないですか。前の運動会は乳児も入ってい

ろんな意見もあって見直してきたけど、幼児の保護者の中にもきっと運動会的ではない

イベントというんですかね、体を動かすイベントを欲している部分があるんじゃないか

なというのがアンケートの結果なんかからも何となく推測されるので、例えばプレイデ

ーの中に乳児も入れていく、一部入っている部分はあるかもしれないけど、何かそこら

辺ちょっと拡大とか見直しとかというのはしていく道はないのかなという気がしますけ

ど。 

○三橋委員長  いや、今でも課長の質問はあれですよね、先生方なんで。ただ、僕もちょっと今思い

浮かべたんで。 

○保育課長   体動かす部分じゃなくてもね、イベントとして何か保護者のほうが欲しているものが

あるのかなという気がするんですけど。 

○福野委員   さくらの福野ですけれども、行事一つ一つとって何を子どもを伸ばしていきたいか、

何を大切にしたいかというところで職員で話し合って、こういう目的でじゃこういう行

事にプレイデーも子どもが楽しめる、親子で楽しめる内容にしていこうというところで、

それを保護者の皆さんに理解してもらえるように趣旨とかを説明するんですけども、や

っぱりアンケートをとってみるともっと練習を重ねた見ごたえのあるもの、お遊戯みた
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いじゃないですけど、そういうものをやってほしいとか、やっぱり運動会をやってほし

いという意見はあるんですけれども、ただ、私たちの思いもありますし保護者の思いも

ありますから、そこで敵対するんじゃなくってやっぱり保護者の思いも酌みながら、た

だ私たちが自分たちの考えを押しつけるんでもなく、やっぱりそこは今回みたいなこう

いう説明を積み重ねていく中で子どもにとってどういう行事がいいのかというところを

話し合える場が必要だなと思うんですけれども、なかなか懇談会だけでは、今の子ども

たちの成長とこれからの取り組みとおうちでの悩み事とかを話してるだけで終わってし

まうというところで、小金井は小金井でさっき言った小金井交流会で、さくらはさくら

で茶話会というふうにしてクラスを越えた懇談会みたいな感じでやっているんですけれ

ども、なかなかさくらは出席がふえない。やっぱりふだんの生活をしている中で、なか

なかそういう出ていく余裕がないのかななんて思いながらも、やっぱりこういうふうに

私たちの思いをアピールして保護者が率直な思いを出してもらって、そこでやっぱり子

どもを中心にしてどういう行事にしていこうかという話をしていくことが大切だなって

思っています。ということを考えると、乳児の参加はないかなっていう。 

○三橋委員長  委員長の僕が余りこういうまとめ的なことをぱちっと言っちゃうのもあれなんですけ

ど、乳児の話というかやっぱりマジョリティーな話でいうと、やっぱり知らないとかこ

ういうのを聞いて初めて、ああ、こういうのがあったんだというのを、僕自身もこの乳

児がそこまでそういう考え方があるというのはこの間聞いて初めて、ああ、これでイベ

ントはないんだなとちょっと思ったくらいだったんで、やっぱりそれはそれでちょっと

逆にそういった強い感動じゃないですけども、一種そういうもんなんだということを思

いました。 

 一方で、ここにもきょうの副主題にもありますけど、親は子どもが何しろ晴れの舞台

というかちょっとでも何かふだんと違うようなところが見れると、それだけでわあって

喜んじゃうわけですよ。それこそお宮参りの写真とかって、別に赤ん坊にあんなきれい

な着物着させたって赤ん坊は何も思わないけど、むしろ着させたいというのが親のエゴ

ですから、それと同じようなことをじゃ保育園に持ち込むのか、あるいはそういったこ

とを保育園にお願いするのかというところの折り合いという話だと思いますよね。それ

こそ子どもを真ん中に置いて、じゃそこについては親がそういうふうに思うところがあ

るかもしれないけれども、でもそれというのはやっぱりふだんの生活なりそういうのに

ちょっと支障があったりとかどうかというところであれば、やっぱりそういうものなん
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だろうなとちょっと思ったりしますし、もちろんそういうのを求める人はいるかもしれ

ないけども、大体マジョリティーは理解できる話じゃないかなというふうにちょっと個

人的には思ったりします。保育園もいろんな人がいますので、全員が全員１００％そう

だというふうにはならないとは思いますけど、大きな趣旨でいったら理解されるんじゃ

ないかというふうに思います。 

 乳児、だから声は絶対毎年出ますよ。でも、それがじゃ多数意見なりなんなりという

ようになるようになったら、小金井のほうちょっとやっぱり時代が変わってきたという

ことであって、今そういうような話ではないということじゃないかと思います。 

 もっと言ってしまうと、さっきちょっと話しして変える必要があるのかないのかとい

うところというのは、今言った父母とかとかそういったとこでマジョリティーの意見 

あるのかどうかというとこもありますけれども、やっぱりそういうものをやっぱり園の

先生のほうから話なり園長先生のほうの文書の中で見てて、ああ、なるほどなと思って

こんなふうなのかと思ったのは、やっぱり今の社会環境とか時代背景としてやっぱり世

知辛くって、親というとやっぱり時間がない中で、とにかく子どもに対して早くしろと

か早く食べなさいとかちょっと何やってるのみたいな感じで言うような、どうしても時

間に追われてるような生活をするのが大きい中で、子どもにとってはいろいろとストレ

スがかかってるのがある。それが結局のところ子どもたちの人格に結構大きな影響を与

えているところがあり、そういったのをできるだけ保育園では取り除いてあげて、家庭

的で兄弟関係のような関係をつくりたい。やっぱりそういったような保育の基本的な考

え方にあるというところがやっぱり一番大きなところかなというところで、むしろじゃ

もっと緊張させて学校みたいにある程度大人になっていくために社会に適応するような

ものをやっていこうというところと、ふだんの生活の延長でやっていって、そういう中

から教育的なところをやっていく。 

 決してふだんの生活をやっていることが教育じゃないところでなくって、情操教育と 

うのかちょっとよくわかりませんけれども、そういったところが教育なんだというとこ

ろが昔の園長先生も言われていたし、今でもそういった形のところは、すみません、園

長さんからいろいろと教えていただいたりとかってちょっと思ったりもしたりするので、

そういったところが理論的にも結構あったりするなって、時代背景的なところもあった

りするなと思うので、そういうようなところが変わらない限りは保育園のそういう場に

なっていってもおかしくはないのかなとちょっと思ったりしたので、ちょっとやっぱり
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伝え方なりどういうふうに説明するのかというのが特に難しいところがあったりするん

ですけど、それを短い文章でそれが伝わるようにするなり広くたくさんのところに一遍

に理解してもらうというのはなかなかちょっと大変なのかもしれないけども少しずつ口

コミなり、また何かちょっとそういう話が出たときにこういう考え方があるよというと

ころで、それがあと理解されるかどうかというところかなとちょっと思ったりします。 

○東海林委員  くりのみの東海林ですけど、できればというか可能であればというところなんですけ

ど、こういった感じで非常に小金井の保育の特徴が浮き出てくるようなやっぱり資料だ

と思って、それで貸し出しというようなところで、この運協以外の父母に公開するとい

うのはそれはそれで進めていってすごくいいことだと思うんですけど、この運協で多分

今後もいろいろ保育の質について同じような話があると思うんですけど、できれば一回

こういう資料が出て、それについてみんなで今もいろんな意見が出ましたけど、話し合

って終わりというとちょっともったいないような気がするんですね。できれば今後別に

期限を区切るとかということじゃなくて、いろんな意見とか、あるいは逆に今度は反論

とかというのもあると思うので、どんどんどんどん入れていってまとめていって、随時

校正していくような感じで項目ごとにこれが集まっていくと、相当小金井の保育という

のはどういう保育なのかというのが大分記録に残っていくと思うんですね。 

 できれば運協で話していくときというのもあくまでこれ土台で最初出して、どんどん

これを充実させていくというような取り組みというか、そういう協議の仕方っていうの

があってもいいのかなと思いました。 

○三橋委員長  この後の議題なんだけど、今度３月までに何とかまとめたいと思ってる報告書のまと

め方にもちょっと関係してくる話だし、あとは４月以降にこれを引き継いでいったりと

か、各園どうするかというところの話もあるのかなと思ったりはします。 

 この運営協議会の中がそれこそ総合的に見直したとか委託の話だとかそういう話をす

るだけの場ではなくて、先ほどから小金井保育の質だとか保育の中身とかというところ

をこうやって理解をして、それを伝えていくということですね。それはもちろん父母が

まずありますけど、検討協議会の中で話としてあったのはそういったことを広く他園な

り認証だとか民間のところとかという話もあったりするので、それをどういうふうに発

信していくかというのは先ほど言った公立保育園の役割の一つとして大事なのかなとち

ょっと思ったりするので、それをまずはちょっと我々の中で理解するということがまず

第一で、その後、どういうふうに発信していくかというところはまたちょっとご意見い
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ただいて、ちょっとやれるところから一つずつって、また足元からですね。 

 部長、ありますか。 

○佐久間委員長 前回、私が、これってシリーズ化するんですかという話をしたと思うんですけど、今

回は運動会がプレイデーへということで、今のお話だと例えばこれが今２つ目だと思う

んですが、それに肉づけをしていく。いろんな意見を出していただいて肉づけをしてい

って、よりよいものをつくって皆さんに伝えていくというような形にするのか。何か一

つ一つその都度出していって、それをそのまま保護者の方に知らせていくのか。ちょっ

といろいろやり方があると思うんですよね。その辺をどうしようかなと、今、私も方向

性を考えていました。 

○三橋委員長  それをまさにちょっとこの後のちょっと話にしたいなと思うんで、じゃちょっと一回

これの議論が、そしたらそういう話をちょっとしたいかなと。特に保育の質のところは

どういうふうにまとめるかというのは、僕もすごい悩ましいなということを思ってたり

してるところなんで、本当、保育の質って何ですかって皆さん言われて、じゃ保育の質

って何なのというふうに常に言われるんですよね。それをじゃどういうふうに伝えてい

くのかというのがそこにあるんですけど、どうですかね、ちょっとこれを踏まえてまず

これについてもうちょっとまだ言い足りないとか意見とかというのがもしあれば。よろ

しいですか。 

 じゃちょっと時間もあれなので、次の資料１１７の・・・・・ということで。 

○佐久間委員長 そうですね。報告書の骨子になりますよね。１１７だと。 

○三橋委員長  そうですね、⑹の議題でいいですよね。 

○佐久間委員長 そうですね。 

○三橋委員長  いいですか。 

○佐久間委員長 はい。 

○三橋委員長  じゃすみません、⑹の議題に移って、本当はドラフトみたいな形で文章を事前にお示

しできるくらいな形にしなきゃいけないぐらいの時期なんですけど、まず骨子という形

でやって、皆さんにちょっとご意見いただいて何とか次回ぐらいには一回ドラフトみた

いな感じにしたいなと思ってるんですが、ページ数もどの程度まで書けるかってあるん

ですけど、運営協議会の報告書という形で、もうこれ２年以上ですよね。２年ちょっと

という形になるんで、我々も任期が３月までというところもありますので、次の方に引

き継いでいくという観点からも、ちょっと一回整理したいなというところは前から話し
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ているとおりです。 

 かつこのタイミングで検討協議会があった。今まで公立保育園の役割とかなんとかと

いったときに、父母の中だけでそういったことを話してもなかなか伝わらないところも

あるかなとか思ったりもしたんですけど、検討協議会があって、先ほどみたいな役割と

かいろいろと外部の目というのもビビッドに議論する中で伝わってきたところがありま

すので、そういったところもうまく踏まえながらやっていきたいなとちょっと思ってい

ます。 

 ですので「はじめに」はちょっと置いといたとして、まずこの報告書の中でやらなき

ゃいけないかなと思ったのは、運営協議会って何ですかというところがいろんなところ

から聞かれたりとか、あるいはどういうふうに我々議論していっているのかというとこ

ろがあったりするので、目的ですとか発足の経緯、最初対市懇談会からやってたのを議

論を少し積み上げていくような形にしたいということでメンバー固定の協議会というこ

とで、ここのメンバー固定だというところが結構ポイントになったりとか、父母の中で

よく使いますね。各園代表者で毎回毎回メンバー変えてもいいんじゃないかとかってい

う話もよく出たりするので、市の協議会というところもあるのでそういったところとか、

あとは児童福祉審議会の答申との関係といって児童福祉審議会の答申で運営形態の見直

しをするに当たっては学識入れた答申、会みたいなのをつくったらどうだみたいなのが

あったりしたんですけど、それとはこの会は違うという形にはなってるんですけど、そ

れとも混同されたりしたりするので、そういうところはちゃんとここで書いといたほう

がいいかなと。 

 あとは運営方針ですね、覚書の話をして、実際どういうような趣旨で運営を始めてい

るのかとか、あるいは協議経過という形で、今まで何回議論して、どういったところが

ポイントだったのかというところですね。最初総合的な見直しのページから入っていっ

て、質疑のやりとりして、一定回答を待ってるところとか工程表を確認したりとか検討

協議会とかあったりもしましたんで、そういうところはまず最初のところで簡単にまと

めて、これ簡単にというのがなかなか難しいんですけど、まとめた上で協議内容に入っ

ていくのかなと。 

 協議内容については、前半戦、最初の１年ぐらいは公立保育園を取り巻く環境とか総

合的な見直しという話がかなり出ていましたので、総合的見直しの議論で我々が一定ま

とめた資料、やりとりした資料とかありますので、そういうところを・・・・・として
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出したりとか、あるいは検討協議会の中でも財政の話とかかなりしましたので、そうい

うところをまとめていくというところがあったりするかなと思います。 

 当然、中には保育園の役割とかというところがあったりするので、こここそ協議会始

まったときの一つの大きな柱だったということもありますので、ここについてはしっか

りと書いておくんですけど、こちらのほうは市の出しているようなテーマもたくさんあ

りますので、それに対して我々のほうも一定見解を整理しておくという形になるかなと

思っています。 

 ちなみに、これ文章を出す中では当然協議会なので市と我々両方一緒になってつくる

ような話ですけれども、市のほうは今までの資料を中心にという形で、何か新しく書い

たりとか文章つくったりとかというような感じにはなかなかならないのかなというよう

なところかなとちょっと思っていますので、父母と意見が合わないところは両論併記的

なところになるかもしれませんが、協議していってこういうところが論点なんだよとか

ポイントになるんだよというところについては、出していけたらというところがこの①

のところだったと思います。 

 一方で、②についてはまた全然それが違ってて、やっぱり意味合い的にはこの①の総

合的見直しをするに当たっても、じゃ保育の質に影響が出てきたらどうなんだという話

は常にあるわけですよね。じゃその保育の質って何なのというところをしっかりと我々

認識する。ないしはそこで見直しの協議がもっともっと具体的になってきたときに、保

育の質とじゃどういうふうな関係があるのかというところについてすぐに関連して話が

できるようにというところなんですけど、今３つぐらいちょっとあったのは、まず一つ

は保育の質とは何なのかというところについて、あくまでこれ保護者目線ですけども、

保護者目線で先生の園児への対応だとか保護者への対応だとかいろいろそういった話が

あったと思いますので、そういったアンケートの視点を見る必要があるかなと。ただ、

これあくまでアンケートですと。あとは保育理念の話があったかなというところが一つ

ありますね。あともう一つは保育現場ということで、具体的に先生方の発表内容として

あって、それをまさにつけていってという話かなとちょっと思っています。 

 保育の質といったときに、やっぱりできればさっきの話じゃないんですけれども、少

し理念と言ったらあれなんですけどもポイントなり抽出できるようなものがあれば抽出

していきたいなというところはあったりするんですが、違う意見とか何とかというより

は今までたくさんこういうペーパーを出していただいたんで、そこに流れる根っことい
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うか、やっぱり子どもに寄り添うだとか子どものペースでとかってそういったのもあっ

たりすると思うんで、最大の利益というところの中でこういうところが最大の利益にな

っているんじゃないかというようなところを、具体的な事例を入れながら端的に言える

ような形にできないかというところかなと思っております。 

 これもし園長先生のほうでこういうふうな形、今まで出してきたペーパーをまとめて

いくとこうだとか、あるいは逆に第三者で父母のほうでこういうふうな形で保育の質と

いうのは語れるんじゃないかみたいなのがあれば、ここはちょっとあんまり自信がなく

って、前々からここはちょっとやんなきゃいけないとは思うんだけど、やったら逆に落

ちちゃうものがたくさん出てきちゃうんじゃないかという思いもあったりするので、ち

ょっとここは難しいなというのが正直なところです。 

 だから今、東海林さんなんかが言われるように違う意見のを入れるというのもあるか

もしれないし、一つあるのは我々普通にやってきたことは何かといったら、こうやって

ペーパー出していただいて、それに対して我々はコメントして議論してきているので、

それをやっぱりまとめるというのが基本なんじゃないかなというのがここで話してきた

ことということのやっぱり積み上げですので、議事録をもう一回読み返してそこで話し

てきたこと、議論してきたことということを、こちらが資料を出すとしたらそれの前段

につけるような形のコメントという形になるんじゃないかなというのが一つの考え方で

す。もしご意見があればお願いしたいなと思っています。 

 あとは保護者が求める保育ニーズについては、これはもうアンケートがいっぱいあり

ますので、五園連の要望書とか回答とかというところになります。ただ、その前段階と

すれば、考え方、ニーズの捉え方とか保護者のアンケートをどういう意味でやってるの

かというところは大事かなって思ってて、この中でもすごい議論しましたし、以前、片

桐さんなんかも言ってましたけども、ニーズは僕らにとってあるのは間違いなくて、要

望自体は絶対要望はあるということで要望を出すんですけど、一方できょうもありまし

たが現状の保育への影響、そういったところについてはしっかりとあって、一番わかり

やすい例で言ったのは駐車場が欲しいけども、じゃ園庭潰して駐車場つくるとしたらそ

ういうわけじゃないとか、あるいは延長保育をじゃお願いすれば、延長保育することに

よって体制が整わないのにやってもそれは無理があったりとかというところがあります

ので、そういうところがあります。 

 本当はちょっときょうもアンケートの話ししたときに、４月に向けて延長保育の話と
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かどうなってるのかなとか予算どうするのかなとかという話とかも確認したいとこはあ

ったんですけど、ちょっときょう時間なかったからしませんけれども、そういったとこ

ろも踏まえて今協議してて、やっていただいたことも結構ありますね。きょうもセキュ

リティーの話なんか小金井保育園なんか今年度対応できるんじゃないかとか、個別の話

は個別の各論とかあると思いますので、そういったところは個別の各論としてまとめた

上で全体的な考え方というところももうちょっと一回整理しておく必要があるのかなと

いうのがこの③番の話という形です。 

 ④番は当面の課題という形で、方法を毎回毎回現状保育士体制の話を臨職の方を含め

て欠員の状況とかなんとかということもありましたし、前回ちょっとお話しさせていた

だいたのはそれが単に足元の話だけではなくてきょうペーパー出した話とか、寺地さん

なんかも任期つきの話なんかをどうなってるのかという話、初歩的な話も当面の課題の

中で話をして、ここで話もあったとは思うんですけど、きょうのペーパーなんかも含め

てちょっと保育体制の形についてはニーズのとこでやってもいいし、公立保育園を取り

巻く環境とか総合的見直しのとこでやってもいいのかもしれませんけど、ちょっとこの

あたり一つ取り出すとしたら過去の資料とか結構ありますので、ここでやるのも一つか

なとちょっと思っています。 

 ４番は協議内容とちょっとまた別に項目立てて、あるべき公立保育園の姿という形で

公立保育園の役割だとか実現に向けた課題だとかというところでこれはしっかりと出し

て、要は我々的に、僕がちょっとずっと思ってるのは総合的見直しという話があったと

きに、さっきの課長の話じゃないですけどもそれに向かって反対だとかだめだとかとい

うそういう話ではなくって、まずは公立保育園の役割はどういうところがあって、それ

についてじゃどういうふうに今後それに向けてやっていくのかというところの話の中で、

先ほどからそういう話として中核的な話だとかスタンダードな方針を示すとかという話

もあったりしましたので、そういったところは役割としてしっかりと出していけたらど

うかなというところは思ったりはしますけど、そういったところはもう次回ないしはき

ょうの協議会の報告書なんかを読んでいただいて、思うところがあれば言っていただけ

ればそれを踏まえてまた議論できるんじゃないかなと思うので。 

 あとは課題的なところで財政だとかなんとかというところはありますので、それは一

定言った上でそれをどうするかということはきちっと一緒に考えていかなきゃいけない

なというところです。 



 -36- 

 あと資料なんかをつけてやるという感じで、できれば長く書いても父母は絶対読まな

いので、整理してまとめておくことは大事だけど、下手したら概要版もつくらなきゃい

けなくなっちゃったりするので、僕なんかは過去、ごみの委員会のときなんかは１００

ページぐらいの文章をつくって、概要版という形でやりましたけどね。あのときは毎回

毎回議事録を抽出して、要約版みたいなのを毎回毎回つくったんです。それがあったか

らできたんですけど、今回そういったのを毎回毎回つくってないんで、一からつくんな

きゃいけないとなるとちょっとなかなかもうしんどいなというところがあるので、ちょ

っともし皆さんのほうでこういうやり方だとかここをやりますみたいなところがあった

らぜひやっていただいてもいいかなと思っているので、ちょっと今ぱっと考えてるのは

こういうことで、別に何か難しいことを考えてるわけじゃなくて、今まで協議してきた

こととか既にしてきたことを単純にまとめるというだけなんですけど、そういったこと

を地道にやっていくという感じですね。 

 何かご意見とかあればなんですけど、あと１カ月、２カ月で。 

○八下田委員  この資料の中に、園長先生からの発表の資料そのものは入れないのですか。 

○三橋委員長  そうそう、それ書いてなかったっけ。（発言する者あり） 

○八下田委員  そうですね、この一番下の資料のところに。 

○三橋委員長  それ書いたつもりでいたけど、抜けてたらごめんなさい。抜けてますね。 

○八下田委員  きょうの小方先生からの、あとお泊まり保育以前だと食具の流れ、そういうものが。 

○三橋委員長  だから保育現場よりということで、園長先生からの発表内容のところで。 

○八下田委員  ここの「保育現場より園長先生からの発表内容」というところはそれらの概要でさっ

きおっしゃったけど、議事録とかを見て抽出して……。 

○三橋委員長  それで資料も全部それつけて。 

○八下田委員  で資料をつけて。 

○三橋委員長  ええ、そういうことです。 

○八下田委員  確認です。 

○東海林委員  くりのみの東海林なんですけど、僕、実はちょっとそこ何となくイメージが違って、

「保育現場より」というところで資料をつけるというのはちょっとつけていただいて、

余りまとめないほうがいいと思うんですね。そこからエッセンスを抽出しちゃうと、本

当にふんわりした意見しか、意見というかフレーズしか多分出てこないと思います。一

人一人を大切にって。保育理念としてそれがどうとかないと思うんですけど、「保育現
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場より」というところでやるんであれば、その資料のもうちょっと読むのが大変なぐら

いなやつをがっとつけたほうが何か僕はいいような気がする。 

○三橋委員長  それも一つかもしれません。だからここは「保育現場より」は園長先生からの発表内

容ということで、どっちかというと保護者からの視点というほうがそっちに当たるのか

もしれないですね。保護者からの視点としていろんな意見があってみたいな、こういっ

たような意見があるとかこういった話があるけれどもみたいな。それに対して、こうい

ったような考え方もあるんじゃないかとかというようなまとめのほうがいいのかもしれ

ません。だからあくまでも現場からというところはもう抽出をしない、資料のみにする

というのは一つかもしれない。 

○東海林委員  もう１点いいですか。ここについては今回の報告書をどうするかもそうなんですけど、

２年に１回最後でどっと出すという対象から外してもいいような気がするんですね。 

○三橋委員長  保育の質。 

○東海林委員  はい。というのは、その保育の質のところってあと２年待てないような気がするんで

すよ、何となく。 

○三橋委員長  ちょっと意味が・・・。 

○東海林委員  今回多少まとまったとしますよね。その次の２年後に保育の質の資料がなっちゃうと

いうのは、もうかなりあるというような気がして。 

○三橋委員長  そこをどうするかは次の方ですね。 

○東海林委員  そういう意味ではもちろん次の方が決めていただいていいですけど、僕の意見として

は、ここの保育の質のところに関しては２年に１回の報告書で随時まとめればいいんだ

けれども、基本的には随時更新するような対象にしといて、それどういうふうに、市の

ホームページで共有するとかっていろいろ方策は一旦置くとして、随時その都度その都

度の議論を反映して、最新版というのをアップデートしていくような対象にしたほうが

資料の内容としてはいいんじゃないかなと思うんです。 

○三橋委員長  それは全然、ごめんなさい、そこまで僕、自分が来年度は正直いないというのがあっ

たりするので、そこまで僕が今責任を持ってコメントできないところがあるんですよね。

東海林さんなんかはまだまだこれからあったりするので、逆に次回の委員が集まったと

きにこの答申を見て、ここについては随時更新していこう。むしろ総合的な見直しのと

ころがしょっちゅういろんなところからいろんな球が飛んできたりするので、そういう

のをビビッドに反応したほうがいいんじゃないかというような意見があってもおかしく
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ないし、僕はあえてそういったところを自分は勉強はしてますけれども、一個一個反応

するというよりはちゃんと自分たちの立ち位置というのをしっかりしようと思ってると

いうところがあったりとかもする。 

 だから保育の質について毎回毎回議論してるんだったら毎回毎回つけ加えても全然い

いと思うし、むしろそういう意味でいうと、協議会一回一回やったら毎回毎回まとめの

資料という形で要約を毎回毎回つくるぐらいのほうが本当はいいんです。そしたら最後

２年たったときにそれとじるだけで済むんですよね。だから別にそれやり方は、その会

議の運営の仕方次第。 

○東海林委員  そういう意味では確かに来年の人という……。 

○三橋委員長  そうそう、来年の人たちが。逆に今は２年分たまっちゃってるので、そのたまっちゃ

ってるやつをまとめましょうというところが多分皆ずっと思いは一緒だと思うんで、そ

こについてちょっとやった上で、それを踏まえてどういうふうに料理してもらうかは次

の方にやってもらえればなという感じかなと思います。 

○東海林委員  わかりました。 

○佐久間委員長 ほかにご意見等ございますか。 

○三橋委員長  公立保育園の役割とか、そのあたりどうですか。検討協議会の報告書は事前にちょっ

と配付されてて、検討協議会の議論あんまりできないと思うんですけど、あくまでこの

報告書のまとめとして検討協議会の報告をちょっと一部使いたいなと思ったりするんで

すけど、そこはどうですかね、何か違和感あったりとか、ちょっとここのところはこう

だとかというのがもしあれば。 

○本多委員   これはもう正式にこういう形になったんですか。 

○三橋委員長  なってますよね。その後にまたありました。それでいいわけじゃない・・・。 

○岡崎委員   でも、公立保育園のあり方、役割とかというのを検討する意義もこの運営協議会って

あるんでしたよね。 

○三橋委員長  ありますね。 

○岡崎委員   だとしたら、やっぱり検討協議会とは別な形で同じ意見だったとしても出す必要はあ

る。 

○三橋委員長  もちろんおっしゃるとおりです。そうです。それをやるときに、この検討協議会の答

申というのはそれもある意味箔づけにはなったりするので、もちろんこれだけじゃなく

て少なくとも我々、市が出てきたときに市のやつだけじゃないよという話はしたつもり



 -39- 

だったんです。その市のやつだけじゃないよということを検討協議会に僕はちょっと言

ったりとかして、会長もそれはそのとおりだという形で認めていただいて、そこのとこ

ろはページとしていろいろと議論があったところなんですけども最終的には残って、そ

れは両論併記でなくってしっかりと一つの答申としての意見として残ってるとこなので、

それについてこれをまた持ち帰ってという形ですので、また肉づけなりなんなりという

のがあればどんどん言っていただいてと思います。 

○佐久間委員長 ほかにご意見等ございますでしょうか。 

 寺地さん。 

○寺地委員   小金井保育園の寺地です。 

 公立保育園の役割について、検討協議会ではこの一文で出たかと思うんですけど……。 

○三橋委員長  一文じゃないです、それ検討協議会の資料の中で。 

○寺地委員   そうか、これ意見書のやつだけど。 

○三橋委員長  検討協議会としては……。 

○寺地委員   もうちょっと出てるんですか。でも、検討協議会で出された公立保育園の役割と、こ

こで出される公立保育園の役割ってやっぱり多少違うと捉えていいでしょうか。 

○三橋委員長  そうですね、ある意味参照して、こういうふうに検討協議会言われてますというふう

に言った上で我々としてはそれに対して意見をつけるという形。 

○寺地委員   意見をつける形。 

○三橋委員長  うん、そのとおりはそのとおりで意見をつけるし、それだけでなくてもほかにもあり

ますみたいな形だったらそれはそれでつけるかと思いますけど。 

○寺地委員   前の資料の中に、公立保育園の役割って何か資料出ましたよね。 

○三橋委員長  ありましたよ。 

○寺地委員   あれってあの後変わることってなかったですか。 

○三橋委員長  いや、検討協議会の中でもそれは出てて、それはまるっきり同じ資料が出てきて、そ

の役割を一回話をしています。それに加えて、ほかにも役割ありますねという話をした

んですね。 

 役割は具体的に何かというと、行政機関としての役割、地域子育て支援としての役割、

保育施設の拠点としての役割としてそれぞれ要保護児童に対してどうするとか地域子育

て支援ということで行政とかというものが文章で書いていたと思いますので、それはそ

れであった上で……。 
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○寺地委員   あった上で、前回のというかずっと前にその最初に公立保育園の役割の資料が出たと

きの案に、それは骨子案ということでまだそこに肉づけしますということであったんで

すけど、一応保育の質、保育の内容というものが全く入ってなかったという意見あった

じゃないですか。 

○三橋委員長  そうですね、それはおっしゃるとおりです。 

○寺地委員   だからそういう意味で、その辺の保育の質を肉づけしていきたいなというのが意見と

してあります。やっぱりここで話されてる内容として保育の質ってすごい重要で、小金

井の保育の特徴というのをもっと広めていくべきだし残していくものだということを、

公立保育園ではこうあり、その中にどう肉づけしていくかというのをどうやっていくの

かなというのが思っているところなんですけど。 

○三橋委員長  それが公立保育園には保育のスタンダードを継続的に実践していける体制にある、あ

るいはその質の観点という形で文章が入っているんですね。保育の質の観点から見れば、

公立保育所は市が設置しているという条件のもと保育のスタンダードを継続的に実践し

ていく体制にあるということで、こういったところが公立保育園の特筆として、一つの

役割としてそれを示していくべきだというところがはっきりと明確に示されているんで

すよ。 

○寺地委員   そういったときに、検討協議会でもよく言われたのが、公立でやってる保育も民間で

やってる保育も変わらないようにやっていますという話が出されたと思うんですけど、

公立でやってることを指標にしていくんであれば、今の公立のやられている保育内容を

もっと広めて、それを指標にして民間と公立でもいいところを切磋琢磨していけるよう

な、何かそういうふうな指標ができないのかなと思って。 

○三橋委員長  そこはだからあれですよね、それはもうお互い相手があっての話なんで、例えば認証

保育所から来てる委員の方なんかは公立保育所にそういうのを示してくれて、それを参

考にさせてもらってという、研修とか何とかも含めてという話をよくされてた一方で、

認可保育園から来られてる方なんかはもうやってることの質に違いはないという意見で、

そういう話もあったと思うんです。だから逆に我々としてまずは示して、出していく。

何も出すものがなければ、ただ単に自分たちがやってるってやっぱりまとめて出すだけ

でもすごいエネルギー要るし、公立保育園で５園でやってて、それを議論してるという

こと自体それがまた一つの時間かけてやるような話になってると思うので、ここで民間

の特徴として民間の施設は運営母体の違いがあって、この方針に違いが見られてやっぱ
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りそれが各保育施設の個性となってるという話だと思うので、別にそれを否定するもの

ではないと。 

○寺地委員   ないです。何かお互いによいところでよりよくできるようなという感じ。 

○三橋委員長  ですよね。 

○寺地委員   うん。それを言いたいので、だからそういうふうに考えていけるような何か指標、公

立保育園の役割だといいなと思うんです。 

○三橋委員長  そうですね。 

○寺地委員   この間の検討協議会では、公立も民間も変わらないし、むしろ民間はすごい頑張って

るというふうに逆な意味で捉えられてしまうと、ちょっと余り前向きじゃないなと思っ

たもので。 

○三橋委員長  ちょっとそこのところはどこに力点を置くかというところもあって、別に民間の人、

今おっしゃってるところで決して矛盾というか、どっちが正しくてどっちが正しくない

とかという話ではなくて……。 

○寺地委員   うん、そういう議論にはならないようにしたいというか、何かお互いより切磋琢磨し

ていけるような感じの議論にするには、どういうふうに公立保育園の役割、指標を提示

していくのかなというのがちょっと課題なのかなと思うんですけど、行政機関としての

役割としてはさっきの検討協議会の中では出されたと思うんですけど、もうちょっと保

育内容とか保育の質に関しての指標をどうやって持っていくのかなと。 

○三橋委員長  抽象的な話というか、保育の質を示していくべきだという話は質のことに関してもち

ゃんとこの検討協議会の答申の９ページのところで出していて、その上でそれは具体的

に何なのかというところについては、この運営協議会のほうでこれが質の中身ですよと

いうとこは示していかなきゃいけないということだと思うんです。だからそれがさっき

から言ってるようにどういうふうに示すのか、それが示せるのかというのが大事で、結

局質は示さなきゃいけないと言ってるけれども、じゃそれが示せないというかどういう

ふうに示したらいいかわからないという話になってくると、またちょっとそれはそれで

違った話になっちゃうので、別に民間は民間でそれを示してもらえばいいし、民間のほ

うがそれを示せるかどうかということも含めてですけどね、研修とか何とかも公開した

くないなという話もあったりもしましたから、公立保育園は逆に言えばそういったとこ

ろをオープンにして、皆さんに理解してもらえてという。だからこの検討協議会の場も

あえて公開にして、こういう議論をしてるということはそういう意味ですというところ
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も含めてちょっとアピールしたところではあったんですけど、でも繰り返しになります

けどまずはそのためには我々が理解して、我々がちゃんとそれを伝えられるような形に

しなきゃいけないので、そこはすごく大事。だからおかげさまで僕もちょっとここで議

論したから、検討協議会で少しは話ができたかなという感じでしたけど。 

○寺地委員   当面の課題の保育士体制で、ここが最初立ち上がった当初からもうこれはそのときに

非正規採用という話があったばかりのところだったので、そこはしっかりと資料として

何か……。 

○三橋委員長  あえて項目を出してということですね。 

○寺地委員   出していったほうがいいのかなと思うんですけど。 

○三橋委員長  僕も総合的見直しの中に一つかなとも思ったんですけど、あえて当面の課題が毎回毎

回ちょっとやってるし、実際に数字自体もまとめていただいていますし、あるいは今回

ペーパーみたいなのも２６年４月もそうだし今回もそうだし出しているので、そういっ

たところを踏まえてちょっともう一回整理をしておいていいんじゃないかなというとこ

で。 

○寺地委員   今回のアンケート結果で第１位になるぐらいな背景がどうあったかというのを、説明

はしっかりするべきなんじゃないのかなと思っているんです。 

○三橋委員長  その意味でいうと、やっぱりきょうのペーパーというのはその説明のかなりの骨格に

なるんじゃないかなと思ってはいるので。 

○寺地委員   以上です。 

○三橋委員長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがですか。 

○岡崎委員   岡崎ですけど、今の意見を受けて、保育の質というキーワードが結構一番ですよね。

それと、今、寺地さんが言った当面の課題との因果関係まで踏み込むか、もしくは公立

保育園としての運営形態の部分まで保育の質との因果関係まで絡ませるかということか

ななんて思いました。 

○三橋委員長  その観点は非常に大事で、それはどういうことかというと、まだ市のほうで具体的な

提案がないんですよね。だから検討協議会のほうの話でも、ちょっと後でもう時間ない

からきょうはできないですけど、要は検討協議会をやってても常に我々言ってるのは、

覚書にもそうですけどね、我々別に父母の中で賛成か反対か取りまとめしてるわけ、個

人的な意見は唱えてますよ、僕も個人的な意見は持ってますけど、やっぱり代表として
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出るという観点で市とこうやって協議をしてる中では、やっぱりそれはお互いもうそん

な何か結論出して、その結論を前提に話をするということはお互いやめましょうと。ち

ゃんときちんと余談を持たずに、議論としては真っさらな状態で始めましょうというと

ころはあるわけですよね。 

 そういう中で、今言った因果関係の話だとかなんとかということになってくると、か

なり各論というか具体的にこうやっていく話、シミュレーションが必要になってくる話

になってくると思うんですよね。それってシミュレーションするためには、やっぱり市

のほうからある程度こういう委託ですとかこういうようなものですとかって、そうする

とこういうような状況です。やっぱり影響がありますよといっても、こうやれば大丈夫

なんじゃないという議論がいろんなことを言われるわけです。だからまずは保育の質こ

うです。じゃこういうような運営形態の見直しがあったら質としてはこうですみたいな

話になってくるところもあったりするので、一つの考え方としてそういったようなこと

の因果関係がありますよと一言言うだけだったら簡単ですけど、具体的にこういうふう

に因果関係がありますとかなんとかという話になってくると、ちょっとそれはやってら

れないじゃないかなと思ったりは。 

○岡崎委員   いや、それぞれ皆さん思うところがあると思うんで、そこはそんな感じでふわっとい

くんだったらそれかなという感じですね。 

○三橋委員長  逆に言ってください。逆に岡崎さんの思いはどんな感じですか。 

○岡崎委員   正直今委員長が言ったように切りがないかなという気もしなくもなく、ちょっと論点

がずれちゃうかもしれないですけど、保育の質に関しての明言化というのも非常に難し

くて、もう私はこの会議に出させてもらってからずっと保育の質っていう初めて聞いた

ような話をずっと聞いているわけで、これがキーワードなんだななんて思いながらずっ

とこの会議に参加してたんですけど、正直さっきの、勝手な思いなんで誤解していただ

きたくないんですけど、公じゃなくて民のほうが頑張って保育やってますというのって、

単純にそれって何かプロモーションが上手というかね、明文化するのが上手なだけなの

かもしれないなって、悪口じゃないんですけど。いうのからすれば、保育の質っていう

ところを明文化するのって非常に難しくて、多分おっしゃられたように言い尽くせない

なというところがあるんです。だからどこまで書くべきなのかなという。 

 だけど来年度も続くということを聞いたので、東海林さんがおっしゃったようにずっ

とアップデートしていけばいいんだなという。ある意味託すというところもできるし、
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運営協議会の個人ごとの名前で出すんだったら僕は因果関係まで突っ込んで意見を言っ

ちゃいますけど、運営協議会全体としての報告書を出すんだとすれば皆さんの意見を聞

きながら、ちょっとずるい言い方かもしれないけど答申をまとめていくということで依

存はないというか。 

○三橋委員長  ごめんなさい、その観点でいうと、この４番までしか書いてないですけど５番とか６

番とかの中に各委員からの意見とかコメントとかというところ、例えば子ども・子育て

会議あるんですよ。 

○岡崎委員   そんなのあるんですか。 

○三橋委員長  やってる。別にやんなきゃいけないということじゃないんですよ。やっぱり自分でこ

の委員会を通して２年間やっていく中で、こういうところがどうだったとかって感想を

書いてるようなペーパーもあるんですね。それやっちゃいけないわけじゃないんで。そ

れはだからぜひ各自思いがあるんであれば入れていただいてという形なんですけど、た

だこの場合、父母側だけになる可能性が結構あったり、先生とかも書いていただけるな

ら書いていただくなり、事務局も書いていただけるなら書いていただきたいですけど、

そういうようなところもあったり。（発言する者あり）そういうことですよね。委員の

後書きという形で。これ子ども・子育て会議のやつは常にこういうのをやってるんです

けどね。 

○佐久間委員長 のびゆく子どもプランの最後に委員の後書きというのがあって、委員の方々がこれを

つくったときの思いだとかそういったものが全部載っています。 

○三橋委員長  それでも２年間やったんで、そういうのがあって当然しかるべきなんで。 

○八下田委員  あっていいと思います。 

○三橋委員長  じゃそれ入れましょうか。それはもう一人……。 

○保育課長   我々も委員なんですよね。 

○三橋委員長  そうそう。そこが僕も今若干ひっかかって、あえてちょっとそこのところは書かなか

ったんですけど。 

○佐久間委員長 今ちょっとご意見出ましたけれども、ほかにご意見等ございますか。ちょっと時間も 

だんだん押してきましたので。 

 この件については一旦ここで今のご意見で、ここでちょっと一旦締めさせていただき

たいと思います。 

 以上で⑹の公立保育園運営協議会報告書の取りまとめについて、それを終了させてい
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ただきます。 

 次に、議題⑺小金井市保育検討協議会についてを議題といたします。 

 資料説明をお願いします。 

○保育課長補佐  保育課長補佐です。 

 資料１１８をごらんください。こちらにつきましては、保育検討協議会として取りま

とめた報告書になります。保育検討協議会につきましては、昨年６月２９日に第１回目

の会議を開催いたしまして、当初では８回の予定でしたが、８回で意見集約に至らず、

さらに１回追加し合計９回の会議を重ね意見の取りまとめを行いました。こちら、本日

資料提出したものがこの報告書になります。 

 こちら当運営協議会からは２名の委員、三橋委員長と八下田委員にご参加いただきま

した。また、三橋委員長には検討協議会の副会長をお願いいたしまして、会議の運営に

ご協力をいただいたところでございます。三橋さんと八下田さんには改めてお礼を申し

上げます。 

 この報告書なんですが、先週の１月２０日水曜日に検討協議会の会長である師岡先生

と三橋副会長とで市長のほうに直接お渡しいただきまして、報告をしたところでござい

ます。 

 内容といたしましては、今後の小金井市の保育行政において重視すべき事項として大

きく４つの項目を掲げまして、それぞれに対して委員の忌憚のないご意見をいただき、

まとめたものです。 

 ちょっと資料の９ページをごらんください。９ページの⑵公立保育園の管理運営の効

率化につきましては、一つの意見というところでは集約することはできませんでして、

５つに分けてこちら列記いたしました。１点目としては公立保育所の管理運営のあり方

に関する意見、２点目としては公立保育所の管理運営の効率化として民営化推進を求め

る意見、３点目として公立保育所の管理運営の効率化として条件つきで民営化を容認す

る意見、４点目として公立保育所の管理運営の効率化として財政面からの視点で民営化

を検討することには反対する意見、最後５点目ですが、現状の公立保育所の運営形態を

見直すことに反対する意見、以上５点を列記させていただきました。内容については、

こちらの資料をごらんいただきたいと思います。 

 資料説明については以上です。 

○佐久間委員長 資料説明が終わりました。 
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 先ほど説明しましたように、この報告書につきましては１月の２０日に師岡会長と三

橋副会長が直接市長を訪問し、朝９時から９時半の間でこの報告書を提出して、その後

に市長とお話をした関係がありますので、そこで何かありましたら三橋委員長のほうか

らお話しいただきたいと思いますが、どういったお話をされたかとかね。 

○三橋委員長  まず、ちょっと検討協議会の報告書についてはこういった形でまとまって、これにつ

いては正直一個一個、先ほどから話あるようにいろんな方の思いが入ってて、多分それ

の解釈の仕方とか読み方とかというのも若干人によって違ってくるんじゃないかなとい

うところも正直思ったりもします。 

 多分この後この答申がどういうふうに利活用されていくかというところについては、

事務局のほうで議論の経緯をよく理解されていると思うんで、そこをしっかりとちょっ

と読んでいただいて、先ほど藤井さんがあえて意見が取りまとまらなかったところにつ

いてのみだけコメントがあったというところからしても、やっぱりちょっとそういった

ところはそこはそこで一つポイントなところですので、これをどう解釈するのかとか、

本当はちょっとそういったところはもう今この場で話をしたいですし、さっきちょっと

民間との話もあって、民間のところが頑張ってる話を結構されてる話もあったりとかし

て、会長もそれに関して別に否定的な話じゃなくて、僕も全然それを否定するわけでも

なく、八下田さんは後でコメントあったら言っていただければと思いますけど否定する

わけじゃなくて、むしろ公立も民間も頑張っていけばいいよという話をしていった次第

で、その答申の中身としてしっかりとそういったところが入ってきていると思っていま

す。 

 ただ一方で、では我々民営化というのが何で心配なのかというところについても、最

後の最後は一定リスクの話だとか、別に民間が全て悪いわけじゃなくて、確率論的な話

を含めてちょっとどうかというところについては文章の中に最終的には入れさせていた

だいたりとかというところもあります。 

 ちょっとそういったようなところなんですけど、これを今やり出すととても１０分２

０分では終わらなくなってしまうので読んでいただいて、むしろ僕からよりは皆さんか

らコメントもらったほうがいいのかなと思ったりもしますので、ちょっとこれは置いと

きます。 

 一方で、今部長のほうから話がありました市長のところへ行って何を話したんだとい

うところなんですけど、まず師岡会長からは本人は非常にいろいろと思いのある形で結
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構熱い方なんですよ。すごいいろいろと保育に対して当然識者ですから思いはあるんで

すけど、そういった話は一切検討協議会の場とかあるいは市長の前ではされなかったで

すね。もう淡々とまとめ役だという形で、でも何回かちょっと言ったときがあるんです

けどね、大塚委員に対してちょっと反論するときにみずから反論したりしたときとか、

何回か言ったタイミングはあるんですけど、でも基本はそういう形でまとめられた。市

長の前でも、淡々とこの４つの大きなポイントを読み上げというかそれを整理してお話

しされたという形、それが一つですね。 

 僕は、じゃ逆になんですけど、若干市長から熱い思いありがとうございましたという

お声があったかなぐらいだったんですけど、何話したかというと、副会長の立場なので

公立のことだったり話すというのもちょっといかがなものかという思いもありましたの

で、まずはこの答申の意味として主体的、積極的に市がかかわってほしいというような

ことがずっと言われているということを述べました。前段のところで、初めのところで

今何が課題なのかといったときに、やっぱり子ども・子育てを取り巻く環境というのは

時代の変化に伴って困難を増していて、経験が減少して、自制心や規範心の芽生えとか

知的好奇心とか命の大切さの気づきなどが十分に育成されない。やっぱりこういったと

ころこそがこの協議会で問題視することであり、根底にある話だというところをあえて

市長にちょっと言った上で、その上でこの初めのところの最後に入れたところも保育の

質の向上及び子育て支援の充実が図られるための保育行政を積極的に推進してほしいと

いうことでいろんなところで、別に民間とか公立問わず市がもっと積極的に関与してい

ってほしいということを言っているんですよね、この答申というのは。 

 逆の立場で、市はもっともっと手を引いて、もっともっと効率的にやるべきだという

ような意見もあるとは思うんですよね。もう一方のできるだけスリム化しようというよ

うなところでなくて、委員の総意として市がもっともっと積極的に、公立もそうですけ

ど民間も、民間のところへなんか市がなかなか関与するというのは難しいとこもあるん

だけれども、それをもっと把握してやっていってほしいというところがありますので、

そういった意味で主体的、積極的に市にかかわってほしいというのが答申ですという話

をまず一つ言ったというのが１個です。 

 もう一つは、じゃそれで具体的に何をやるのかという話をしたときに、もちろんこの

管理運営の効率化のところも論としてあるんだけれども、そこは議論が対立して分かれ

ているところなので、そうじゃなくって一番最初に我々議論したのはやれるところは結
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構ありますよと。もう研修だとか市が民間のことを把握して、保育の質の向上なりやっ

ていけることが結構いっぱいあるというところがあるので、それがこのその他のところ

で書いてある。最終的にはこれその他になっちゃいましたけど、一番最初はこれこそが

一番最初にずっと議論してて最初のほうのページにもあったぐらいだったので、そうい

ったところがまずあるという話もちょっとしたのが２点目ですね。 

 その後、じゃその意見が割れてるところということで公立保育園のことに関しては、

公立保育園の役割ということがさっきから言ってるとおり出ているということで、これ

についてはスタンダードとか、単に行政の役割とかということでなくてスタンダードな

役割がありますというところで、そこをしっかりと認識してほしいという話をして、逆

に言えば、それを認識していただければ自然と公立保育園というのはどういうふうにあ

るべきかというのが出てくるというものだというふうに、そこまではちょっとはっきり

とは言いませんでしたけども、やっぱりそのあたりの話というのは五園連のこの意見書

と要望書がありますので、こういったところの場で後日話させていただきますというこ

とだけ言った次第です。その場では言う話ではないなと思ったので、そこではそこまで

にとどめました。 

 あと最後というか、小金井市のちょっとこれはまた僕が個人的に思ってるところであ

ったんですけど、これも保育だけじゃなくって市の行政が補助金行政になってる。補助

金が全て一つの政策の指標になってて、これは保育だけじゃないんですけど、僕もｷｻﾞｲ

とか長計とかでやってる話をする中で、まず何か施策をやろうとするとどんな補助金あ

るかとか、あるいはこんな補助金があるからこういう施策ができるとか、補助金の勉強

から入るというぐらいなんですよね。だからこの補助金があるからこれができるとか、

この補助金があったからという形になって、検討協議会の議論も若干そういったのに近

いところがあって、要はこの補助金がこうなったからという話からちょっとスタートし

てるところがあって、こういった補助金行政をやめようというところで地方交付税とい

う形で三位一体改革があって、地方交付税に全部一般財源化したんだけども、一般財源

化すると逆に補助金がないからむしろこれ公立やめようみたいな話、これ何なんだとい

う話なぐらいなんですけれども、やっぱり今の補助金行政がいろいろと問題になってい

るというところがあるので、ちょっとやっぱりそういった発想じゃなくてやっぱり何を

あるべきなのか、どうしたらいいのかというところがまずあった上での補助金ですと。

別に補助金取ること自体を否定しないけれども、やっぱりそういったところが大事だと
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いう話をあえてちょっとした次第ですけど、どこまでそれが伝わったかどうかはわかり

ませんが、一応そういった話を僕のほうからはしてきました。 

 あとは帰り際に文書を市長に手渡して、きょうはそういう会じゃないからということ

で部長に預けますという話をしたんで、預けた上で部長のほうでさっきのような扱いを

していただいたという形になっております。すみません、ちょっと長くなって。 

○佐久間委員長 ありがとうございました。 

 今回、報告という形でございますので、内容についてまた質疑をしてしまうと時間が

たってしまいますので、必要なことなんですけれども、きょうここでというお話ではな

いかなと思うので、申しわけありませんが報告という形でまとめさせていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

 それでは、以上で⑺の小金井市保育検討協議会についてを終了させていただきます。 

 次に、⑻当面の課題を議題といたします。 

 資料説明をお願いします。 

○保育課長補佐  保育課長補佐です。 

 資料１１９をごらんください。職員の募集配置状況でございます。 

 毎回提出させていただいているものでございまして、今回も臨時職員についての先月

と比較させていただきました。先月の１５日現在では４園で合計不足人数が１．０１と

いうことでございましたが、今回１月１５日現在においては不足人数が２．９０と大き

く不足しているという状況がございます。 

 原因につきましては、特にくりのみ保育園で１名が加配対応が必要になったお子さん

がいらっしゃいまして、そこに対する臨時職員の措置がちょっとまだできていないとい

う状況にございまして、現在は保育園の他の職員で見ていただいているという状況にご

ざいます。ただ、こちらは２月１日以降には今現在配置予定ということで、調整させて

いただいております。 

 説明は以上です。 

○三橋委員長  きょう時間が余りないんでちょっとあれですけど、ちょっと確認というかあったのが、

毎回毎回こうやって数字的にはこう出てて、臨職が足らないという話だと思うんですけ

ど、これ臨職だけではなくて今正規が代替されて任期つきになってというところで、や

っぱりそういったところがボディーブローにいろいろと聞いてきたりとか、一応２年間

ですけども今時点で終わってというところで、多分当面のところで保育のところで非常
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に何かトラブってるとかなんとかという話ではないとは思ってはいるんですけど、ちょ

っとそういったところもし何かこういったところが今気になってきているとか、こうい

ったところが課題になってるとかというところが、もちろん園のほうからそういった話

があれば逆にそれはすごい問題なんですけれども、なかなか園のほうはしゃべりにくい

中で、父母のほうでこういったこと気づいちゃったみたいなのもあるんであれば、それ

はそれで都度言っていただいてという形で思ったりはします。 

 一応これ臨職だけですけど、臨職以外は今大丈夫ということでいいんですよね。ほか

のパートとか。一旦パートとか大丈夫だったからいいかなという話だったと思うんです

けど、とりあえず園のほうで。ここは今臨職だけですけど、本来的にはだから正規につ

いては全部任期つきで対応してて、あとはあれか、１人だけ臨職対応になってるんでし

たっけ。途中で退職出た人だけ臨職対応にしてるんですね。ちょっとそういったところ

がこれだと見えてこないとこだと思うんで、そういった中で去年とか一番きつかった時

期があったりはしたのか、それともそのときと比べて今は少しは楽なのかどうなのかと

いうのもちょっと実態がよくわかってないところなんですけどもね、臨職でさえも毎日

毎日何か電話をかけてるような、知り合いのつてを頼ってみたいな、そういうような状

況から全て走ってるという感じなんですかね。今実態はどうなんですかね。 

○杉山委員   わかたけの杉山です。 

 結局は今はこれですけれども、また少しすると状況が違うんですね。産休に入る人が

出てくるとかそういうことがどこの園でもあったりとか、何回も出てますけど臨職さん

が半年半年で１年たつと一月置かなければいけないときをどう埋めるかというのは常に

あって、今がこれでありますが、来月になるとまた違うかな。３月になると産休入る人

がいるなとか、５月になると入る人がいるなとか、その一月お休みの人がまた出てきた

りとイタチごっこというか、いつしっかり安定するというのは臨職さんの雇用に関して

はない、難しいですね。 

○三橋委員長  何か意見とかコメントがありますか。 

 どうぞ。 

○海野委員   けやき保育園で今産休、育休に入ってる職員が７人いるんですね。なので正規職員が

退職して任期つきで補充しているという状況とあわせると、これから子どもを産み育て

ているという現役の保育士もいっぱいいるので、そういう正規職員の補充が正規ではな

いというような状況がすごく響いちゃうということがあります。これはけやきだけじゃ
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なくて、ほかの園もそういう。けやきは７人というのはすごく突出していると思うんで

すけども、全体のパイが大きいので、それでもやっぱり厳しいなというふうに感じてい

ます。なのでそういうところもあわせてやっぱり正規職員の退職を正規でというふうな

ことが保障されていかないと、保育の質というのは本当に厳しいなというふうに感じて

います。 

○三橋委員長  ありがとうございます。 

 寺地さん、何か。 

○寺地委員   小金井保育園の寺地ですけど、わらしこ保育園の視察のときに自分の園でお迎え行っ

たりとかしたときによく見るのは、先生が時間に追われてる瞬間を見てしまったりする

んですよね。そういうのを見ると、わらしこを見た後に先生たちが時間に追われていら

っしゃるのを見ると、やはりちょっとこういうところでしわ寄せが来ているなと。影響

が出ているなというのが目にとって見えてしまうという。 

○三橋委員長  わらしこと比較してという意味ですか。 

○寺地委員   たまたまわらしこ行った後で。 

○三橋委員長  わらしこはそこまで追われてないんだということ。 

○寺地委員   うん。 

○三橋委員長  わらしこ以上に追われてるということですね。 

○寺地委員   何か先生たちが余裕がないと、もうそれだけで保育内容に影響出るし子どもにも影響

出るので、正規をとっていないということはもう少なからずとも多大にあるんじゃない

ですか。 

○三橋委員長  わらしこって正規が多いですけど、でも割合的にはうちと同じぐらい、むしろうちの

ほうがちょっと人数的なところだけ見たら。 

○寺地委員   時間の入り方が違うんですね。 

○三橋委員長  そういうことですよね。 

○寺地委員   うん。 

○三橋委員長  それはそうだ。細切れですよね、公立の保育園は。 

○寺地委員   そう。この０．、これでは出ないですよねきっと。以上です。 

○三橋委員長  別に正規とか、それこそ細切れだというあたり、そういうのはちょっと大変ですね。 

○寺地委員   何かだからそもそもの保育体系、対応体系というか、それが本当に何でこんなにいっ

ぱいあるんだと逆に思うんですけどね。 
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○前島委員   くりのみ保育園の前島です。 

 加配のお子さんの１欠のは、本来は任期つき職員さんの募集が１カ月おくれ募集がい

なかったんですね。それで１カ月延びてしまって、加配に移っていただく予定だったん

ですけれども、任期つき正規職員さんが１カ月入らなかった分が今あいてしまってる状

況です。なので来月には任期つき正規職員さんが産休の代替の方が入るので、加配のお

子さんも移っていただけるという状況です。 

○三橋委員長  でもやはり１カ月間あれですね、臨職が足らなかったんじゃなくて本来は任期つきが

足らなかったということですよね。 

○前島委員   そうです。 

○三橋委員長  だから表的には臨職だけど。 

○前島委員   はい。 

○八下田委員  小金井、八下田です。 

 人が足りてないなという瞬間を感じちゃった場面で、お迎え行ってパートさん同士が、

あれ、あなた何分からあっちの部屋じゃないのみたいな……。 

○三橋委員長  それよくありますね。 

○八下田委員  その時間も５０分とか４０分とか、００分とか３０分じゃないんですね。５０分とか

そういう微妙な時間で交代するんだというのにもびっくりしましたし、シフトであるん

でしょうけど。「ええっ、あなたきょうはあっちじゃないの。」「ええっ、そうだった

っけ」とか、あと電話が鳴って、「何々さんこっちですよ」って言われて、「ええっ、

そうですか」というのを本当に大げさでなくて今言った全部３回か４回見聞きしてるの

で、親の前でも。先生同士で行かないと帰れない人がいるんでしょうからそういうのを

やりとりしてて、ちょっとこんなんでいいのかなと。 

 もうそればかりにとらわれちゃって、そのときは子どもの状況見れてないですよね。

他には例えば移動してる間、１階から２階に行ったりとか２階から１階に行ったりして

る時間ももったいないというか、その時間保育に当たれてないわけですから、数分です

が人が上へ行ったり下へ行ったりという間もどうかなというふうに感じる場面をよくお

見かけします。以上です。 

○小方委員   小方です。 

 これごらんのとおり、この数字は朝夕ががたがたに抜けやすいということで、これや

っぱりマジックがかかってて、この斜線だったのが募集人員がふえてるところの配置済
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みが６．５０ってあるんですが、これも本当はここゼロの状態で、ここに組み込まれて

る人たちの中の例えば週に２日勤務の人をもう１日働いてくれと拝み倒し、週３日にし

てもらって週１日だけ入れるみたいな感じで、しかも７．５時間は働けないので６．５

みたいな感じで、１５日はこうですが、２０日からはうちまた丸々１人欠けてたりとか、

この表はすごくマジックがかかっているんですが……。 

○寺地委員   同じ人に見えますもんね、同じ人が入ってるように。 

○小方委員   そうですね、パートさんが体制表を読み切れなくて、５０分で呼ばれてる人は５０分

で動くんじゃなくて、４５分に行かなきゃならなかったところにいなかった人たちが電

話で呼び戻されているという状況で、本当細切れで動いているのはでも確かです。 

○三橋委員長  今はこうやってまだこういうふうなくらいで済んでるからいいんですけど、何かちょ

っと……。 

○八下田委員  あったとき。 

○三橋委員長  そうそう。それがないだけまだ頑張ってやっていただいてるなという感じだとは思い

ますが、そうですね、ちょっと少しずつでも改善できるようにしていただきたいなと思

います。 

 ほか、いかがですか。 

○小泉委員   小泉です。 

 前にも言った１カ月は空白期間はとらなくていいというのが出てるのに、それは結局

解消しないんですか。 

○三橋委員長  これは市のほうで。 

○保育課長   この前そういう話があってお答えしたとおりですけど、今、職員課で検討しておりま

す。 

○三橋委員長  逆に保育課で何か判断する云々というよりは、職員課がもうそういうようなやり方で

過去のやり方を引きずってやってるということだと思うので、場合によってはちょっと

もう職員課のほうにかけ合うしか、保育課のほうから言ったとしてもなかなかちょっと

という話よね、今のこの話は。 

 でも、逆にもうこれだけ保育の現場が大変だということを踏まえて、なかなかそうか

という……。 

○小泉委員   新しい市長で新しいチャレンジをお願いしたいですね。何かちょっとこの表から見た

らすごく小さい変化かもしれないですけど、やっぱりこんだけ穴あいた状態になってる
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わけだから、それを少しでも改善するためには今までどおりパートさん、臨職さんの募

集してます、あちこちにやってますだけじゃなくて、違うやり方での方法があるわけな

んだから、そこに踏み込んでいく必要があるんじゃないかなと。 

○三橋委員長  というご意見があったということで。 

○保育課長   職員課のほうも臨職採用、うちであったりほかの課もあるんですが、基本的にうちの

保育士のやっぱり採用はなかなか難しいというのが、資格職ですから、今保育士不足と

言われてる中で職員課のほうも募集かけてる中で応募がないというような状況、応募と

いうか登録がないという状況があるので、危機感を持ってるところなんですね。我々い

ろいろ接触する中で何とかしてくれという話は常々言ってるんですけども、なかなか改

善されてきてない。 

 この前、小泉さんのご質問の中で、国の文書が何か出てるというご説明した段階で、

職員課のほうでも対応については検討しているという話があったかなというふうに思い

ます。その後の状況、その辺確認していないんで明確にお答えできないんですけども、

問題意識としてうちだけでなく職員課も持ってるというところです。 

○三橋委員長  ちょっとそこは逆に課長のほうからもう少し、なかなか重い腰を上げてもらうように

言うというのは一つ手段としてあるのかなとちょっと今聞いた限りでは思いますけど。 

○保育課長   それはちょこちょこ接触する機会があるので、言えるタイミングがありますのでそれ

は伝えていきたいと思います。 

○細部委員   すみません、わかたけの細部ですけど、前、人のやりくりをどうやってるかというの

をちょっとぱっと目でわかるようなのをつくっていただきましたよね。あれなんか見る

と、確かにこれで足りない人数が固めちゃうとこれだけだと、実際はその中のやりくり

をいかに細切れにしていて、その調整にも先生たちの稼働がかかってるし、それを変え

ていく間のリスクもすごく高い。物すごい危険が多くなってるという実態を何か人の関

係をやっているところにしっかり見せて、要はどんどんどんどんとりあえず手当てすれ

ばいいじゃなくって、その中身のところが物すごく劣悪な状況なんだというところをし

っかり見せたほうがいいと思うんですよね。 

 結局、雇用、新規の採用はしません、正職としてはしませんみたいなのがずっと続い

たりしてるんですけど、本来もうそんなの続けてたら、どこで事故が起こってしまって

取り返しがつかない状況になるかがわからないすれすれのところなんだというのを、も

うちょっと強く私たちも訴えなきゃいけないんじゃないかなという気がするんですよね。
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こうやって何となく見せかけ、何となく見繕えてるようなものしか出してないと何とな

く大丈夫なような感じがしてしまっているけれども、実態はその中身は物すごく危険が

高くなってるというのを言わないと、これで済まされちゃうような気がしているんで。 

○三橋委員長  じゃ市長に言いましょう、次回。 

○細部委員   何か市長に懇談会のときにそれ見せて。 

○三橋委員長  一応とりあえずどう反応するかは別にして、こういうのが実態としてありますよとい

うところはお伝えするというのは一つあると思うんで、それは理解してもらった上でま

たちょっとあれですね、いろいろとお考えとかあるとは思いますけど、とりあえずお伝

えすること自体は別にしちゃいけない話じゃないと思うので。 

○佐久間委員長 この件について、ほかにございますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、以上で当面の課題についてを終了させていただきます。 

 次回の日程の確認を議題としますので、ちょっと若干休憩をさせてください。 

休  憩 

再  開 

○佐久間委員長 すみません、再開します。 

 次回については２８年の２月２９日の月曜日、時間は７時半からということで、場所

については追ってご連絡を差し上げるということでよろしいでしょうか。よろしくお願

いいたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 遅くまで大変お疲れさまでございました。ありがとうございました。 

閉  会 

 

 


